
　

出　

張
・
研　

修

　

主　

な　

事　

柄

入
所・退
所

入
所・退
所

編
集
後
記

編
集
後
記

　

今
回
の
広
報
誌
を
読
み
返
し

て
み
る
と
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
箇
所
が
目
立
ち
ま
す
。

　

大
震
災
へ
の
対
策
が
そ
の
目

的
で
す
が
、
し
か
し
近
年
は
大

雪
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
、
猛

暑
、
そ
し
て
感
染
症
な
ど
安
全

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
象
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ど
れ
も
自
然
に
関
す
る
現

象
で
あ
り
、
対
策
も
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
大
変
で
す
が
、
大
切
な

の
は
「
協
力
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

野
球
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
取
れ
た
チ
ー
ム

は
強
い
で
す
。
あ
か
つ
き
コ
ロ

ニ
ー
も
強
い
チ
ー
ム
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

（
Ｔ
）

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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１　

月

　

６　

新
年
会

　

８　

第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
10
日
）

　

20　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
展
示
即
売
会

　

21　

印
刷
機
器
整
備
入
札
実
施

　

23　

床
清
掃

　

30　

理
事
会

２　

月

　

12　

第
三
者
評
価
訪
問
調
査（

セ
ル
プ
）

　

13　

Ｓ
Ｄ
Ｐ
搬
入

　
　
　

多
摩
地
区
障
害
者
合
同
就
職

　
　
　

面
接
会

　

14　

第
三
者
評
価
訪
問
調
査（

ま
ど
か
）

　

24　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

３　

月

　

８　

の
ぞ
み
祭
り
参
加

　

14　

第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
）

　

18　

印
刷
機
器
整
備
東
京
都
検
査

　

26　

理
事
会
・
評
議
員
会

４　

月

　

11　

耐
震
改
修
工
事
東
京
都
検
査

　

17　

消
防
設
備
点
検
（
界
面
）

　

22  

地
震
避
難
訓
練

　

24　

床
清
掃

５　

月

　

８
・
９　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
工
事

　

17　

春
季
レ
ク
（
サ
イ
ボ
ク
）

　

20　

空
調
切
替

　

24　

電
気
点
検

　

28　

理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

６　

月

　

10　

職
員
集
会

　

13　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
来
所

　

14　

空
調
洗
浄
工
事

　

16　

全
体
報
告
集
会

　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
工
事

　

17　

エ
ア
コ
ン
工
事

　

23　

保
護
者
会
（
授
産
所
）

　

24　

火
災
避
難
訓
練

　

27　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
来
所

１　

月

　

９　

市
長
挨
拶

　
　
　

東
京
都
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

　
　
　

者
研
修
（
西
出
10
日
迄
）

　

10　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
・
冨
田
）

　

22　

日
中
活
動
部
会
（
永
井
）

　
　
　

羽
村
特
別
支
援
学
校
40
周
年

　
　
　

記
念
式
典
（
熊
谷
）

　

23　

相
談
支
援
研
修

（
小
室
・
五
十
嵐
・
小
室
）

　
　
　

ゼ
ン
コ
ロ
就
労
移
行
研
修

（
高
橋
・
西
出
・
岡
部
24
日
迄
）

　

24　

精
神
保
健
福
祉　

対
人
援
助

　
　
　

基
礎
研
修
（
米
倉
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

社
会
福
祉
法
人
役
員
研
修
会

（
畑
理
事
）

　
　
　

相
談
支
援
部
会（

五
十
嵐
・
神
山
）

２　

月

　

４　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

５
日
迄
）

　

６　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　

14　

業
務
連
絡
会
（
冨
田
）

　

18　

東
社
協
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修

（
遠
藤
・
小
俣
）

　

19　

立
川
保
健
所
食
品
衛
生
講
習

（
神
山
）

　

20　

第
八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

24　

自
立
支
援
協
議
会
（
高
橋
）

　

25　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

26 

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

３　

月

　

３　

福
祉
職
員
職
務
階
層
別
研
修

　
　
　

中
堅
職
員
研
修

（
小
室
・
西
出
・
藤
澤　

４
日
迄
）

　

６　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋　

７
日
迄
）

　

11　

精
神
授
産
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

14　

業
務
連
絡
会
（
冨
田
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
）

４　

月

　

７　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
行
（
高
橋
・
山
本
）

　

９　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

11　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
・
冨
田
）

　

17　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

18
日
迄
）

　

24　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト

（
高
橋･

利
根
川
・
西
出
）

５　

月

　

７　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
行（

高
橋
・
遠
藤
・
山
本
）

　

８　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

９　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
・
冨
田
）

　

15　

第
八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

16　

都
社
福
運
営
講
習
（
高
橋
）

　

19　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
研
修
（
高
橋
・
山
本
）

　

20　

神
経
セ
ン
タ
ー
デ
イ
ケ
ア
ま
つ
り

（
赤
星
・
遠
藤
）

　

27　

相
談
支
援
部
会
（
小
室
・
神
山
）

　

28　

日
中
活
動
部
会
（
永
井
）

　

29 

就
労
ネ
ッ
ト
（
西
出･

利
根
川
）

６　

月

　

５　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
・
五
十
嵐　

６
日
迄
）

　

11　

東
社
協
総
会
（
高
橋
）

　

12　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

17　

羽
村
特
別
支
援
学
校
運
営
連  

　
　
　

絡
協
議
会
（
熊
谷
）

　

18　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
本
社

（
鈴
木
・
高
橋
・
山
本
）

　

26　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高
橋
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト
（
西
出
）

■
入
所

　

４
月　

髙
野
漱
太
（
就
労
移
行
）

　

６
月　

阿
美
美
貴
（
印
刷
部
）

■
退
所

　

２
月　

竹
内
静
香
（
ま
ど
か
）

　

３
月　

中
村
由
美
子
（
給
食
部
）

　
　
　
　

鈴
木
智
大
（
就
労
移
行
）

　

４
月　

木
下
美
重
子
（
さ
く
ら
）

　

６
月　

谷
口
し
お
り
（
第
一
課
）

　
　
　
　

木
島
穂
奈
美
（
さ
く
ら
）

10
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平
成
26
年
度
事
業
計
画

平
成
26
年
度
事
業
計
画

●
福
祉
事
業
活
動

　

障
害
者
総
合
支
援
法
も
二
年
目
に

入
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ

ー
ム
の
一
元
化
や
重
度
訪
問
介
護
の

対
象
障
害
拡
大
等
、
今
年
４
月
か
ら

実
施
さ
れ
、
障
害
程
度
区
分
も
４
月

か
ら
障
害
支
援
区
分
へ
と
変
更
と
な

る
。
障
害
支
援
区
分
は
知
的
障
害
者

や
精
神
障
害
者
の
障
害
程
度
区
分
判

定
が
軽
め
に
出
て
し
ま
う
従
来
の
欠

陥
を
是
正
す
る
も
の
で
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
障
害
者
に
と
っ

て
朗
報
と
い
え
る
。

　

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い

て
、
前
年
度
末
で
就
労
移
行
支
援
の

利
用
者
が
い
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た

め
今
年
４
月
１
日
付
で
就
労
移
行
支

援
を
廃
止
し
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

の
単
独
施
設
に
変
更
す
る
。
定
員
は

30
名
と
し
対
象
障
害
者
は
精
神
障
害

者
と
す
る
。

　

精
神
障
害
者
の
就
労
移
行
支
援
は

現
在
身
体
・
知
的
障
害
者
の
就
労
移

行
支
援
を
行
っ
て
い
る
セ
ル
プ
あ
か

つ
き
で
今
後
担
っ
て
い
く
こ
と
と

し
、
４
月
以
降
３
障
害
と
難
病
者
対

象
の
施
設
と
す
る
。

　

福
祉
事
業
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
お
い
て
経
営
の
安
定
化
を
目
指

す
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き

は
利
用
者
の
現
員
数
が
少
な
く
４
月

時
点
で
７
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
。
定
員
20
名
に
対
し
て
大
き
く
定

員
割
れ
状
態
で
あ
り
現
員
数
を
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
待
つ
だ
け
の

姿
勢
で
は
な
く
、
積
極
的
な
自
己
発

信
を
地
域
に
向
け
て
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
あ
か
つ
き
作

業
所
は
印
刷
事
業
・
給
食
事
業
等
の

就
労
支
援
事
業
の
収
支
改
善
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
あ
か
つ
き
作
業
所

は
利
用
者
と
雇
用
契
約
を
結
ぶ
施
設

で
、
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
払
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
支

え
て
い
く
就
労
支
援
事
業
が
不
調
の

状
態
に
あ
り
、
施
設
経
営
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
Ａ
型

単
独
で
は
厳
し
い
状
況
に
も
来
て
お

り
施
設
体
系
の
変
更
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
く
。

　

就
労
継
続
支
援
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど

か
は
精
神
障
害
者
の
障
害
特
性
上
利

用
率
が
低
い
状
況
が
あ
る
。
４
月
時

点
の
登
録
者
数
は
定
員
30
名
に
対
し

て
33
名
い
る
が
、
実
質
一
日
の
平
均

利
用
率
は
20
名
前
後
の
状
況
で
あ

る
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
も
現
員
数

を
上
げ
て
一
日
平
均
利
用
者
数
を
30

名
近
い
数
字
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
で
第
三
者
評
価
を
実
施

し
た
が
、
今
年
度
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
で
あ
る
あ
か
つ
き
授
産
所
と
瑞
穂

町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
で
実
施
す
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
新
会
計
へ
の
移
行

を
４
月
か
ら
実
施
す
る
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
は
今
年
度
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る

経
済
政
策
の
も
と
輸
出
業
を
中
心
と

し
た
業
界
の
業
績
は
上
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
当
法
人
の
事
業
に
反

映
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た

消
費
税
の
ア
ッ
プ
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

印
刷
事
業
は
業
績
の
下
落
傾
向
が

毎
年
続
き
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。

そ
の
様
な
状
況
の
中
、
前
年
度
下
半

期
に
受
注
促
進
・
工
賃
向
上
設
備
整

備
費
補
助
事
業
補
助
金
を
受
け
シ
ル

バ
ー
デ
ジ
プ
レ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
を
導

入
で
き
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
導
入
に
よ
り

刷
版
作
業
に
お
い
て
工
程
の
短
縮
と

消
耗
品
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
な
お
か
つ
カ
ラ
ー
印
刷
に
お
い

て
新
規
顧
客
の
開
拓
に
も
繋
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
下
請
け

の
た
め
受
注
先
の
動
向
に
左
右
さ
れ

る
が
、
納
期
や
品
質
管
理
に
注
意
を

は
ら
い
継
続
し
て
受
注
が
続
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。
ウ
エ
ス
事
業
も
収

益
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
が
統

括
営
業
部
と
協
力
し
て
新
規
開
拓
と

作
業
の
効
率
化
を
は
か
る
こ
と
で
収

益
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　

ま
ど
か
作
業
部
門
に
お
い
て
は
精

神
障
害
者
を
中
心
に
封
入
作
業
や
メ

ー
ル
便
の
配
達
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
赤
字
体
質

は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
革
細
工
作

業
も
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が

収
益
を
あ
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
今
年
度
は
軌
道
に
載
せ
る
こ

と
に
重
点
を
置
き
赤
字
体
質
か
ら
の

脱
却
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
の
他
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契

約
に
よ
る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
や
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
に
お
け
る
箱
折
り

を
中
心
と
し
た
軽
作
業
等
行
っ
て
い

る
が
、
少
し
で
も
高
い
工
賃
を
支
払

っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

今
年
度
も
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ら
い
、

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
受
託
契
約

を
結
び
実
施
し
て
い
く
。

　

障
害
者
の
一
般
就
労
支
援
が
進
む

中
、
二
つ
の
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を

出
し
て
い
る
。
障
害
者
の
就
職
者
数
を

上
げ
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、
仕
事
を

継
続
し
て
い
く
た
め
の
定
着
支
援
、
生

活
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
、
障
害
者

が
安
定
し
て
働
い
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

　

ま
た
昨
年
４
月
に
開
設
し
た
特
定

相
談
支
援
事
業
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
２
年
目
に
入
る

が
、
ま
だ
地
域
に
は
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

計
画
が
未
作
成
の
障
害
者
も
多
く
、

３
人
の
相
談
員
は
兼
務
と
い
う
形
だ

か
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
支
援
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立

支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会
傘

下
の
各
事
業
者
部
会
と
就
労
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
。
ま
た
市
内
の
福
祉
作
業
所
や
関

係
団
体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
推
進
し
、
地
域
の
一
層
の
就

労
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

法
人
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た

　
防
火
管
理
責
任
者　

遠
藤　

至
子

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
自
然
災
害
や
大
火

災
、
大
事
故
等
の
危
機
事
案
に
備
え
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
事
業
の
継

続
若
し
く
は
早
期
の
復
旧
を
目
指
す

た
め
に
平
常
に
行
う
べ
き
活
動
や
緊

急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
為
の
方

法
、
手
段
等
を
取
り
決
め
て
お
く
計

画
の
事
で
す
。

　

災
害
時
の
非
常
事
態
の
中
で
事
業

を
継
続
し
て
い
く
事
は
非
常
に
困
難

で
す
。
こ
の
様
な
中
、
ど
の
よ
う
に

事
業
を
継
続
し
て
い
く
か
事
前
に
検

討
、
準
備
し
て
行
く
事
が
重
要
と
考

え
、
今
回
当
法
人
で
は
、
大
地
震
を

想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

等
、
当
法
人
と
し
て
も
大
地
震
に
対

す
る
危
機
管
理
対
策
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
必
ず
し
も

充
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作

成
に
当
た
っ
て
初
め
て
確
認
出
来
た

こ
と
や
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
備
蓄
に
関
し
て
は
一
般
的

に
は
３
日
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

現
段
階
で
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
少
し
ず
つ
備
蓄
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
法
人
内
の
設

備
な
ど
も
改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
、

ど
こ
に
ど
ん
な
設
備
が
あ
る
の
か
知

ら
な
か
っ
た
、
操
作
方
法
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
、
止
ま
っ
た
ら
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
等
、
把
握

出
来
て
い
な
い
事
も
あ
り
、
緊
急
時

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
良
い
の

か
知
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
事

が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
検
討

を
重
ね
、
様
々
な
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
理
想
ば
か
り
が
先
行
し
な
い

様
、
不
充
分
な
部
分
も
認
識
し
た
う

え
で
、
現
状
で
対
応
し
得
る
最
善
の

方
法
を
目
指
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
通
し
て
、

危
機
管
理
に
対
し
て
の
職
員
個
々
の

意
識
も
更
に
高
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

今
回
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
か
ら
ご
利

用
者
、
ご
家
族
の
皆
様
に
ご
協
力
、

ご
理
解
頂
き
た
い
事
を
紙
面
を
借
り

て
以
下
に
記
し
ま
す
。

①
自
宅
に
い
る
際
に
大
地
震
が
発
生

し
た
際
は
、
震
度
５
強
の
地
震
が

発
生
し
た
際
は
連
絡
が
有
る
ま
で

自
宅
で
待
機
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
所
時
間
外
に
（
通
所
前
日
の
夜
、

若
し
く
は
通
所
日
の
朝
、
ま
た
は

土
日
等
で
お
休
み
の
日
で
も
）
震

度
５
強
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

と
き
は
、
当
日
若
し
く
は
翌
日
以

降
の
通
所
に
関
し
て
は
法
人
よ
り

連
絡
が
あ
る
ま
で
は
自
宅
に
て
待

機
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

②
日
中
の
活
動
中
に
大
地
震
が
発
生

し
た
際
は
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
事

業
所
内
に
て
待
機
し
て
頂
き
ま
す
。

③
当
法
人
の
送
迎
を
利
用
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
送
迎
の
途
中
に

地
震
が
発
生
し
た
際
は
、
ご
家
族

同
居
の
方
に
つ
い
て
は
ご
家
族
の

元
へ
送
り
ま
す
。
独
居
の
方
で
自

宅
に
戻
れ
な
い
、
戻
り
た
く
な
い

方
に
つ
い
て
は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
へ
行
き
待
機
し
て
頂
き
ま
す
。

④
事
業
所
に
て
待
機
し
て
い
る
方
は

ご
家
族
の
お
迎
え
が
あ
る
ま
で
は

そ
の
ま
ま
待
機
し
て
頂
き
ま
す
。

ご
家
族
と
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合

は
御
本
人
の
希
望
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
事
業
所
に
て
宿
泊
し
て
頂
く

事
も
あ
り
ま
す
。

⑤
災
害
時
に
皆
様
が
一
番
心
配
さ
れ

る
の
が
、
連
絡
体
制
だ
と
思
い
ま

す
。
日
中
通
所
し
て
い
る
時
に
災

害
が
発
生
し
た
時
に
、
ご
家
族
に

と
っ
て
は
、
連
絡
が
取
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
て
確
認
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
来
の
事
業
継
続
と
い
う
観
点
か

ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
、
つ
ま
り
作
業
に
つ

い
て
ど
う
継
続
さ
せ
て
い
く
の
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
計
画
に
は
含
ま

れ
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
今
回
は
あ

く
ま
で
も
緊
急
時
に
於
け
る
事
業
継

続
計
画
と
し
て
災
害
発
生
か
ら
３
日

間
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
策
定
し
て

い
ま
す
。
今
回
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

た
内
容
で
完
成
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
内
容
の
検
討
を

重
ね
、
追
加
、
変
更
、
更
新
を
行
い
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
出
来
る
よ
う

な
形
に
し
て
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■はじめまして、４月よりセル
プあかつきでお世話になって
います。髙野漱太です。自分
に合った場所を見つけていき
たいです。どうぞよろしくお
願いします。

　セルプあかつき
髙野　漱太 さん

■６月より印刷部に入所した阿
美です。好きな食べ物はイチ
ゴです。好きな動物は、ネコ
とペンギンとカピパラさんで
す。趣味は絵を描くことアニ
メを見ることです。一生懸命
仕事を頑張りたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

　印刷部
阿美　美貴 さん

みなさん

　よろしくお願い

　　　　 しま～す！！

新人紹介新人紹介
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瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

　
　

さ
く
ら
近
況
報
告

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

　

大
滝　

実

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

７
月
に
入
り
、
日
差
し
が
眩
し
い

季
節
に
な
り
気
温
も
徐
々
に
上
が
り

過
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
反
面
、
季
節
の
変
わ
り
目

は
疲
れ
も
出
や
す
く
体
調
を
崩
し
や

す
い
の
で
皆
、
気
を
引
き
締
め
て

日
々
の
作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

新
規
作
業
と
し
て
瑞
穂
町
よ
り
、

さ
く
ら
の
隣
に
あ
る
町
民
農
園
ト
イ

レ
清
掃
の
業
務
委
託
を
受
け
、
５
月

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
週
に
１

回
の
ペ
ー
ス
で
利
用
者
、
職
員
で
ペ

ア
を
組
み
行
っ
て
い
ま
す
が
初
め
て

の
作
業
の
為
、
悪
戦
苦
闘
す
る
か
と

思
い
き
や
、
日
々
の
作
業
場
の
清
掃

で
慣
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ス
や
ブ
ラ
シ

を
自
由
自
在
に
操
り
な
が
ら
、
と
て

も
上
手
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
は
都
内
で
育
ち
公
衆
ト
イ
レ
は

「
汚
い
」
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
っ
て

い
ま
し
た
が
公
共
ト
イ
レ
な
の
に
と

て
も
綺
麗
に
使
わ
れ
て
お
り
、
町
民

の
方
々
の
立
派
な
性
格

に
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

　

自
主
製
品
も
今
ま
で
は
町
の
催
物

や
施
設
で
の
販
売
で
し
た
が
、
町
役

場
の
近
く
の
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
シ
ル
バ
ー
ま
ち
か
ど
」
に
置
い
て

頂
け
る
事
に
な
り
、
大
変
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
納
品
も
利
用
者
と
共
に
伺

い
、
製
品
（
廃
油
再
生
石
鹸
、
お
掃
除

棒
、
手
作
り
タ
ワ
シ
）
す
べ
て
に
値

札
を
付
け
、
綺
麗
に
見
え
る
様
に
レ

イ
ア
ウ
ト
を
し
て
置
か
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
た

買
い
物
客
の
方
と
雑
談
を
し
な
が
ら
、

お
茶
を
頂
き
、
製
品
説
明
を
す
る
利

用
者
の
姿
を
見
て
「
立
派
な
営
業
マ

ン
」
と
、
感
動
す
る
と
共
に
こ
れ
か

ら
も
町
に
根
ざ
し
た
施
設
で
あ
り
た

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の

方
々
に
は
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂

き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
行
事
で
は
「
春
レ
ク
」
が
あ

り
今
年
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
に

行
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た

が
場
所
が
違
う
と
こ
こ
ま
で
違
う
の

か
と
驚
く
ほ
ど
別
の
建
物
で
し
た
。

映
画
鑑
賞
グ
ル
ー
プ
、
買
物
グ
ル
ー

プ
と
分
か
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。
自

分
は
買
物
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
散
策

し
ま
し
た
が
１
０
０
店
舗
以
上
あ
り
、

普
段
、
買
物
慣
れ
し
て
い
な
い
為
か
、

見
て
回
る
だ
け
で
も
疲
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
皆
様
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
な
が
ら
お
目
当
て
の
物
を
物
色

し
て
い
る
姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
、
プ
リ
ク
ラ
を
し

ま
し
た
が
、
沢
山
の
機
能
を
駆
使
し

て
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
、
言
い
な
が

ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
で
は
６
月
と

は
思
え
な
い
暑
さ
で
熱
中
症
に
気
を

付
け
な
が
ら
の
参
加
で
し
た
。
さ
く
ら

の
全
員
が
熱
狂
す
る
全
員
リ
レ
ー
で

は
大
声
を
上
げ
、
声
援
を
送
り
、
心
身

共
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
、
職
員
と
も

地
域
に
根
ざ
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
、

頑
張
り
ま
す
。

　

サ
イ
ボ
ク印

刷
部　

加
藤　

仁

　

５
月
18
日
、
今
年
も
春
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
場

所
は
昨
年
と
お
な
じ
、
埼
玉
県
日
高

市
の
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
で
す
。

　

あ
か
つ
き
の
年
中
行
事
の
中
で
も
、

こ
の
春
レ
ク
が
年
度
は
じ
め
の
最
初

の
お
楽
し
み
、
み
ん
な
の
テ
ン
シ
ョ

ン
も
最
高
潮
、
今
日
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
み
ん
な
の
熱
気
で
、
雨

雲
は
近
寄
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
高

の
行
楽
日
和
で
す
。

　

食
事
は
焼
肉
・
焼
き
そ
ば
。
品
質

第
一
で
作
ら
れ
た
お
肉
は
最
高
の
味
、

お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
箸
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

焼
き
そ
ば
は
誰
が
作
っ
た
の
？　

ほ
と
ん
ど
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
利
用
者

さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
作
り
方

の
説
明
な
ん
か
は
い
り
ま
せ
ん
。
食

材
の
バ
ラ
ン
ス
、
焼
き
加
減
、
具
材

の
混
ぜ
方
も
み
ん
な
上
手
で
す
。
お

い
し
い
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
気
持
ち
が
最
高
の
調
味
料
な
ん

で
す
ね
。
お
な
か
い
っ
ぱ
い
な
の
も

忘
れ
て
あ
と
一
口
、
あ
と
一
口
と
、

気
が
つ
い
た
ら
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら

お
買
い
物
。
野
菜
や
お
肉
の
他
に
も

お
い
し
い
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
焼

き
た
て
パ
ン
や
地
元
で
作
ら
れ
た
製

品
な
ど
、
た
く
さ
ん
売
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
大
道
芸
の
人
が
い

て
み
ん
な
大
喜
び
。
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

や
楽
し
い
ト
ー
ク
で
時
間
を
忘
れ
、

い
つ
の
間
に
か
帰
り
の
時
間
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
は
疲
れ
て
眠
る
人
、

ま
だ
ま
だ
元
気
い
っ
ぱ
い
の
人
、
そ

れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、
み
ん
な
楽
し
い

一
日
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
仕
事
を

が
ん
ば
る
活
力
に
も
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

法
人
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
自
然
災
害
や
大
火

災
、
大
事
故
等
の
危
機
事
案
に
備
え
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
事
業
の
継

続
若
し
く
は
早
期
の
復
旧
を
目
指
す

た
め
に
平
常
に
行
う
べ
き
活
動
や
緊

急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
為
の
方

法
、
手
段
等
を
取
り
決
め
て
お
く
計

画
の
事
で
す
。

　

災
害
時
の
非
常
事
態
の
中
で
事
業

を
継
続
し
て
い
く
事
は
非
常
に
困
難

で
す
。こ
の
様
な
中
、ど
の
よ
う
に
事

業
を
継
続
し
て
い
く
か
事
前
に
検
討
、

準
備
し
て
行
く
事
が
重
要
と
考
え
、

今
回
当
法
人
で
は
、
大
地
震
を
想
定

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
致

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

等
、
当
法
人
と
し
て
も
大
地
震
に
対

す
る
危
機
管
理
対
策
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
必
ず
し
も

充
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。Ｂ
Ｃ
Ｐ
作

成
に
当
た
っ
て
初
め
て
確
認
出
来
た

こ
と
や
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
備
蓄
に
関
し
て
は
一
般
的

に
は
３
日
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

現
段
階
で
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
2
6
年
度
収
支
予
算
内
訳
表

社
会
福
祉
法
人
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
法
人
事
業
区
分
 

（
単
位
：
千
円
）

勘
　
　
定
　
　
科
　
　
目

法
人
合
計

社
会
福
祉
事
業
合
計

本
　
部

就
労
移
行
支
援

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

あ
か
つ
き
作
業
所
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

あ
か
つ
き
授
産
所
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

公
益
事
業

合
計

武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

と
ら
い

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

支収るよに動活業事
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就
労
支
援
事
業
収
入
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0
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0
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0
0
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0
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刷
事
業
収
入
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0
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0

0
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0

6,0
00

0
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0
0

0
0

第
一
課
事
業
収
入
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第
二
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事
業
収
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第
三
課
事
業
収
入
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ま
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か
事
業
収
入
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食
事
業
収
入
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就
労
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部
収
入
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,00
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0
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さ
く
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事
業
収
入
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収
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0
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収
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金
収
入
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0
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60
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0
0

0
0
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そ
の
他
の
事
業
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0
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0
受
託
事
業
収
入
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0
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0
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5
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,34
0
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借
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金
利
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補
助
金
収
入

1
3
9

1
3
9

1
3
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0

経
常
経
費
寄
附
金
収
入

3
7
0

3
7
0

3
0
0

1
0

0
5
0

0
1
0

0
0

0
0

受
取
利
息
配
当
金
収
入

7
7

1
2

1
1

1
1

0
0

0
0

そ
の
他
の
収
入

1,4
76

1,4
76

72
1

41
5

10
40

28
0

10
0

0
0

0
利
用
者
等
外
給
食
費
収
入

65
0

65
0

0
40
0

0
0

25
0

0
0

0
0

0
雑
収
入

82
6

82
6

72
1

15
10

40
30

10
0

0
0

0
事
業
活
動
収
入
計（
１
）

3
9
9
,8

2
8

3
6
7
,7

6
3

1
,1

6
1

4
5
,8

9
7

1
0
0
,5

9
9

1
1
0
,7

0
6

5
3
,4

2
2

5
5
,0

1
8

9
6
0

3
2
,0

6
5

1
8
,3

4
0

1
3
,7

2
5

出　　支

人
件
費
支
出

1
9
5
,4

5
1

1
6
8
,0

5
6

1
,3

1
2

2
2
,2

5
0

1
2
,6

2
0

6
1
,2

9
0

3
3
,3

0
0

3
6
,7

7
4

5
1
0

2
7
,3

9
5

1
5
,9

4
5

1
1
,4

5
0

事
業
費
支
出

1
9
,1

6
2

1
9
,1

6
2

0
2
,6

3
0

1
,2

2
4

7
,1

9
0

3
,2

7
8

4
,8

4
0

0
0

0
0

事
務
費
支
出

2
9
,0

0
2

2
4
,3

3
2

5
7
0

2
,4

1
7

1
,0

5
5

7
,3

1
6

5
,7

2
0

6
,8

0
4

4
5
0

4
,6

7
0

2
,3

9
5

2
,2

7
5

就
労
支
援
事
業
支
出

1
5
1
,4

5
0

1
5
1
,4

5
0

0
1
8
,0

0
0

8
8
,1

0
0

3
0
,9

1
0

9
,0

4
0

5
,4

0
0

0
0

0
0

就
労
支
援
事
業
販
売
原
価
支
出

13
5,3
10

13
5,3
10

0
18
,00
0

72
,46
0

30
,41
0

9,0
40

5,4
00

0
0

0
0

就
労
支
援
事
業
販
管
費
支
出

16
,14
0

16
,14
0

0
0

15
,64
0

50
0

0
0

0
0

0
0

支
払
利
息
支
出

1
5
7

1
5
7

1
5
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0

そ
の
他
の
支
出

4
8
4

4
8
4

0
3
0
0

0
0

1
8
4

0
0

0
0

0

事
業
活
動
支
出
計（
２
）

3
9
5
,7

0
6

3
6
3
,6

4
1

2
,0

3
9

4
5
,5

9
7

1
0
2
,9

9
9

1
0
6
,7

0
6

5
1
,5

2
2

5
3
,8

1
8

9
6
0

3
2
,0

6
5

1
8
,3

4
0

1
3
,7

2
5

事
業
活
動
資
金
収
支
差
額（
３
）＝
（
１
）－
（
２
）

4
,1

2
2

4
,1

2
2

△
 8

7
8

3
0
0

△
 2

,4
0
0

4
,0

0
0

1
,9

0
0

1
,2

0
0

0
0

0
0

支収るよに等備整設施

入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

設
備
資
金
借
入
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

そ
の
他
の
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

施
設
整
備
等
収
入
計（
４
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

出支
設
備
資
金
借
入
金
元
金
償
還
支
出

4
,1

2
2

4
,1

2
2

4
,1

2
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0

固
定
資
産
取
得
支
出

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

施
設
整
備
等
支
出
計（
５
）

4
,1

2
2

4
,1

2
2

4
,1

2
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0

施
設
整
備
等
資
金
収
支
差
額（
６
）＝
（
４
）－
（
５
）

△
 4

,1
2
2

△
 4

,1
2
2

△
 4

,1
2
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0

支収るよに動活の他のそ
入収

積
立
資
産
取
崩
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

事
業
区
分
間
繰
入
金
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

拠
点
区
分
間
繰
入
金
収
入

7
,4

0
0

7
,4

0
0

5
,0

0
0

0
2
,4

0
0

0
0

0
0

0
0

0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
入
計（
７
）

7
,4

0
0

7
,4

0
0

5
,0

0
0

0
2
,4

0
0

0
0

0
0

0
0

0

出支
積
立
資
産
支
出

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

事
業
区
分
間
繰
入
金
支
出

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

拠
点
区
分
間
繰
入
金
支
出

7
,4

0
0

7
,4

0
0

0
3
0
0

0
4
,0

0
0

1
,9

0
0

1
,2

0
0

0
0

0
0

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
支
出
計（
８
）

7
,4

0
0

7
,4

0
0

0
3
0
0

0
4
,0

0
0

1
,9

0
0

1
,2

0
0

0
0

0
0

そ
の
他
の
活
動
資
金
収
支
差
額（
９
）＝
（
７
）－
（
８
）

0
0

5
,0

0
0

△
 3

0
0

2
,4

0
0

△
 4

,0
0
0

△
 1

,9
0
0

△
 1

,2
0
0

0
0

0
0

予
備
費
支
出（
10
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

当
期
資
金
収
支
差
額
合
計（
11
）=（
３
）＋
（
６
）＋
（
９
）－
（
10
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

前
期
末
支
払
資
金
残
高
（
12
）

当
期
末
支
払
資
金
残
高
（
11
）
＋
（
12
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
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平
成
25
年
度
事
業
報
告

平
成
25
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　

平
成
25
年
度
は
障
害
者
福
祉
政
策

に
お
い
て
大
き
な
動
き
が
続
い
た
年

度
だ
っ
た
。
昨
年
４
月
に
は
障
害
者

自
立
支
援
法
か
ら
障
害
者
総
合
支
援

法
へ
と
制
度
が
変
わ
り
、
難
病
者
の

一
部
が
障
害
者
総
合
支
援
法
の
対
象

と
な
っ
た
こ
と
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
一
元
化
（
平
成

26
年
４
月
施
行
）、
重
度
訪
問
看
護

の
対
象
障
害
の
範
囲
拡
大
（
平
成
26

年
４
月
施
行
）
等
の
変
更
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

1
．8
％
か
ら
２
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
６
月
に
は
障
害
者
差
別
解
消

法
（
平
成
28
年
４
月
施
行
）
と
精
神

障
害
者
の
雇
用
義
務
化
（
平
成
30
年

４
月
施
行
）
の
法
案
が
成
立
、
そ
し

て
12
月
４
日
に
は
国
連
障
害
者
権
利

条
約
の
批
准
が
国
会
で
正
式
に
承
認

さ
れ
、
今
年
１
月
20
日
付
で
国
連
に

寄
託
、
条
約
の
規
定
に
従
い
寄
託
日

か
ら
30
日
目
の
日
で
あ
る
２
月
19
日

に
日
本
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

以
上
様
々
な
改
変
が
行
わ
れ
問
題

点
も
多
々
あ
る
が
、
障
害
者
の
権
利

の
向
上
は
確
実
に
進
ん
で
お
り
、
地

域
社
会
に
お
い
て
も
障
害
者
の
社
会

参
加
は
益
々
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
、
こ
の
様
な
流
れ
の
中
、
私
た
ち

障
害
者
福
祉
に
関
わ
る
者
の
役
割
と

し
て
一
般
就
労
の
支
援
を
進
め
て
い

く
こ
と
、
地
域
社
会
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
支
援
、
企
業
に
就
職
が
難

し
い
方
の
働
く
場
の
提
供
等
、
さ
ら

に
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
と
い
え
る
。

●
福
祉
事
業
活
動

　

福
祉
事
業
活
動
は
９
割
保
障
補
助

が
平
成
24
年
度
で
終
了
と
な
り
、
平

成
25
年
度
は
利
用
率
が
そ
の
ま
ま
収

入
に
反
映
せ
れ
た
結
果
、
就
労
移
行

支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
精
神
障
害

者
単
独
施
設
で
あ
る
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
に
お
い
て
収
入
が
下
が
り
厳
し

い
結
果
と
な
っ
た
。
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
は
一
般
就
職
者
や
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
へ
の
移
行
で
数
名
が
退
所
し
た

が
、
新
規
利
用
者
が
１
名
に
と
ど
ま

り
収
入
が
落
ち
込
む
結
果
と
な
り
、

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
精
神
障
害
者

の
障
害
特
性
で
休
み
が
日
常
的
に
多

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

ま
た
あ
か
つ
き
作
業
所
で
は
就
労

支
援
事
業
の
不
調
か
ら
利
用
者
を
抱

え
ら
れ
な
く
な
り
、
一
般
雇
用
等
へ

の
移
行
を
行
っ
た
が
結
果
現
員
数
が

下
が
り
収
入
が
大
幅
に
減
っ
た
。

　

一
方
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

は
地
域
区
分
が
1
．5
％
上
が
っ
た

こ
と
も
あ
り
収
支
差
額
は
７
７
０
万

円
と
な
っ
た
。

　

法
人
全
体
で
は
△
６
３
６
万
円
で

非
常
に
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

就
職
者
数
は
就
労
移
行
支
援
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
に
お
い
て
５
名
、
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
１
名
、
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
か
つ
き
作
業
所
か

ら
２
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
三
者
評
価
は
セ
ル
プ
あ
か
つ
き

と
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
実

施
し
た
。

　

平
成
25
年
度
社
会
福
祉
施
設
等
耐

震
化
促
進
事
業
（
耐
震
改
修
経
費
）

補
助
金
を
受
け
、
本
館
（
昭
和
52
年

建
設
）
と
作
業
棟
（
昭
和
49
年
建
設
）

の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。一
昨

年
耐
震
診
断
を
行
い
耐
震
性
に
疑
問

あ
り
と
い
う
結
果
を
受
け
た
も
の
で
、

12
月
10
日
に
３
社
に
よ
る
一
般
競
争
入

札
を
実
施
、
落
札
者
の
㈱
松
村
組
と

12
月
20
日
に
契
約
、
約
３
ヶ
月
の
工
事

を
経
て
３
月
25
日
に
終
了
し
た
。
工
事

費
総
額
3
5
，
2
9
6
，
5
0
0
円

（
工
事
費
3
3
，0
7
5
，0
0
0
円
、

工
事
事
務
費
2
，1
9
4
，5
0
0
円
）、

東
京
都
補
助
金
2
7
，0
7
8
，0
0
0

円
、
福
祉
医
療
機
構
借
入
金

7
，
3
0
0
，
0
0
0
円
、
自
己
資
金

8
9
1
，0
0
0
円
だ
っ
た
。

　

平
成
25
年
度
受
注
促
進
・
工
賃
向
上

設
備
整
備
費
補
助
事
業
補
助
金
を
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
に

て
申
請
し
、印
刷
機
器
整
備
事
業
と
し

て
シ
ル
バ
ー
デ
ジ
プ
レ
ー
ト（
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）

を
購
入
し
た
。１
月
21
日
に
３
社
に
よ

る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
、落
札
者
の

エ
フ
・
ビ
ー
・エ
ム
㈱
と
２
月
３
日
に
契

約
し
、２
月
13
日
に
納
入
さ
れ
た
。整

備
費
総
額
が
4
，8
5
1
，0
0
0
円
、

東
京
都
補
助
金
が
3
，6
3
8
，0
0
0

円
、自
己
資
金
1
，2
1
3
，0
0
0
円

だ
っ
た
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
で
あ

る
印
刷
事
業
と
給
食
事
業
は
共
に

２
０
０
万
円
を
超
え
る
赤
字
を
計
上

し
、
雇
用
利
用
者
を
減
ら
さ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
り
、
現
員
数
が
下

が
り
あ
か
つ
き
作
業
所
の
福
祉
事
業

活
動
収
支
に
も
影
響
を
出
し
た
。

　

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
収
入

が
１
５
０
万
円
減
少
し
た
こ
と
と
、
今

年
２
月
に
製
品
の
不
良
を
出
し
て
し

ま
い
、
数
十
万
の
損
害
を
出
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
赤
字
の
要
因
と
な
り
、

ウ
エ
ス
事
業
は
売
上
の
上
積
み
は
あ
っ

た
も
の
の
、
材
料
費
の
高
騰
と
利
用

者
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
工
賃
支

出
の
増
加
で
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

平
均
工
賃
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

で
は
、
あ
か
つ
き
授
産
所
二
五
五
〇
四

円
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
一
一
七
〇
〇
円
、

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
一
五
二

〇
〇
円
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
あ
か

つ
き
作
業
所
で
は
一
四
四
〇
〇
〇
円

と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

●
地
域
福
祉

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
26
年
３
月
末

現
在
登
録
者
数
が
１
６
５
名
と
な
り
、

就
職
者
を
30
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

と
ら
い
に
お
い
て
は
４
月
か
ら
地
域

開
拓
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
登
録
者
の
就
職
先
を
開
拓
す

る
た
め
の
体
制
を
整
え
た
。
そ
の
結

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
病
棟
転
換
型
居
住
系
施
設
!!

６
・
26
緊
急
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
る
６
月
26
日
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
て
行
わ
れ
た
病
棟
転
換
型
居

住
系
施
設
に
反
対
す
る
集
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
精
神
科
病
院
に
入
院
し
て

い
る
患
者
数
は
32
万
人
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
１
年
以
上
の
長
期
入
院
患
者

は
20
万
人
、
長
期
入
院
患
者
の
中
で

も
、
入
院
の
必
要
は
な
い
の
に
退
院

後
の
受
け
入
れ
先
が
な
い
、
い
わ
ゆ

る
社
会
的
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
が
７
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
は
10
年
前
か
ら
、
入
院
か
ら
地

域
移
行
へ
、
精
神
障
害
者
の
地
域
移

行
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
が
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
様
な
中
で
厚
労
省
の
「
長
期

入
院
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に
向

け
た
具
体
的
方
策
に
係
る
検
討
会
」

の
中
で
持
ち
上
が
っ
た
の
が
、
〝
病

棟
転
換
居
住
施
設
〞
で
す
。
簡
単
に

言
う
と
、
病
院
の
入
院
患
者
が
減

り
、
空
い
た
入
院
病
棟
を
居
住
施
設

に
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

病
院
の
敷
地
内
に
居
住
施
設
を
作

り
、
そ
こ
で
生
活
す
る
事
が
果
た
し

て
地
域
生
活
と
言
え
る
の
か
、
今
年

日
本
が
批
准
し
た
障
害
者
権
利
条
約

に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
っ

た
点
か
ら
も
病
棟
転
換
型
居
住
施
設

に
つ
い
て
は
多
く
の
疑
問
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
緊
急
集
会
に
は
、
こ
れ
に

反
対
し
、
障
害
の
種
別
を
問
わ
ず
日

本
中
か
ら
実
に
3
，2
0
0
人
以
上
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。「
病
院
は
生

活
の
場
で
は
な
い
」
と
い
う
切
実
な

訴
え
、
集
会
に
は
実
際
に
長
期
入
院

の
末
に
地
域
生
活
を
送
っ
て
い
る

方
々
の
生
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
者
の
退
院
促
進
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
要
因
と
し
て
地
域
の

受
け
皿
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
空
き
病
棟
で
補

お
う
と
い
う
発
想
は
間
違
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
増
々

地
域
に
戻
る
た
め
の
支
援
体
制
（
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
面
共
）
を
遅
ら
せ
、
結

局
、
彼
等
を
病
院
内
に
留
め
て
し
ま

う
事
に
な
り
兼
ね
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
退
院
可
能
な
精
神
障

害
者
の
受
け
皿
を
病
院
内
に
求
め
る

の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
支
援
体

制
の
拡
充
が
先
決
だ
と
思
い
ま
す
。

　

集
会
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た

が
、
結
局
、「
長
期
入
院
精
神
障
害

者
の
地
域
移
行
に
向
け
た
具
体
的
方

策
に
係
る
検
討
会
」
は
7
月
1
日
の

会
合
で
、
地
域
移
行
を
原
則
と
し

て
、
現
在
入
院
し
て
い
る
患
者
を
対

象
と
し
て
病
棟
転
換
を
試
行
的
に
実

施
し
、
運
用
状
況
を
検
証
す
る
と
い

う
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
で
は
25
名
の
委
員

中
、
当
事
者
が
２
名
、
過
半
数
は
医

師
だ
っ
た
と
の
事
で
す
。
既
述
し
た

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
構
成
員
で
示

さ
れ
た
結
論
が
果
た
し
て
障
害
者
権

利
条
約
に
合
致
し
て
い
る
の
か
私
に

は
非
常
に
疑
問
で
す
。

　
　

あ
か
つ
き
授
産
所
保
護
者
会
の
開
催

あ
か
つ
き
授
産
所　
　　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　

小
室　

貴
士

　

去
る
６
月
23
日
に
あ
か
つ
き
授
産

所
の
保
護
者
会
を
開
催
し
、
13
組
の

ご
家
族
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
保
護
者
会
を
始
ま
る
前
に
は
希

望
の
あ
っ
た
保
護
者
の
方
々
に
対
し

て
作
業
場
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
保
護
者
会
自
体
は
こ
ち
ら

か
ら
一
方
的
に
報
告
を
行
う
の
で
は

な
く
、
参
加
者
か
ら
も
意
見
を
も
ら

え
る
よ
う
に
席
を
顔
と
顔
が
見
え
る

よ
う
な
形
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
誌
面
を
使
い
当
日
ご
参
加
で

き
な
か
っ
た
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
内
容
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
最
近
の
福
祉
制
度
の
動
向

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
４
月
よ
り
障

害
者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
そ
の

後
の
制
度
の
流
れ
や
権
利
条
約
に
つ

い
て
の
説
明
、
今
年
４
月
よ
り
障
害

程
度
区
分
か
ら
障
害
者
支
援
区
分
に

変
わ
り
調
査
項
目
が
変
わ
っ
た
こ
と

や
、
知
的
障
害
の
方
や
精
神
障
害
の

方
の
判
定
の
結
果
が
実
態
に
反
映
さ

れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
説

明
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
と
し
て
は
耐
震
改
修
工

事
の
完
了
と
建
物
の
耐
震
性
の
向
上

に
つ
い
て
の
説
明
、
平
均
工
賃
、
今
年

度
あ
か
つ
き
授
産
所
で
第
三
者
評
価

を
実
施
す
る
旨
の
報
告
を
し
ま
し

た
。

　

次
に
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
作
成
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

震
災
発
生
時
か
ら
三
日
間
の
対
応
手

順
、
備
蓄
や
設
備
の
説
明
、
ご
家
族
と

の
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
や
あ
か
つ
き
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の

情
報
発
信
、
所
内
公
衆
電
話
で
の
連

絡
等
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
個
別
対
応
の
必
要
性
か
ら
災
害

時
に
必
要
と
な
る
利
用
者
台
帳
の
協

力
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
実
施

す
る
行
事
に
保
護
者
の
方
々
へ
の
参

加
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
年

度
は
参
加
し
て
も
ら
う
行
事
を
限
定

せ
ず
、
希
望
が
あ
れ
ば
自
由
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
を
支
援
し
て
い
く
中
で
、

日
中
だ
け
で
な
く
家
庭
で
の
様
子
な

ど
、
保
護
者
の
方
と
の
連
携
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
連
絡
帳
や

電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
い
き
、
ご
家
庭

で
困
っ
て
い
る
事
は
な
ど
共
有
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
忙
し
い

中
、
多
数
の
ご
家
族
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

　
　

施
設
長　

遠
藤　

至
子

研修報告
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果
平
成
24
年
度
は
３
社
だ
っ
た
企
業

の
開
拓
数
が
、
今
年
度
に
お
い
て
は

10
社
と
増
加
し
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
は
開
設
２
年
４
ヵ
月
が
経
過
し
、

セ
ン
タ
ー
業
務
も
軌
道
に
乗
り
、
瑞

穂
町
内
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
た
。

登
録
者
に
つ
い
て
は
３
月
末
現
在
登

録
者
79
名
と
な
り
、
就
職
者
を
15
名

出
す
こ
と
が
で
き
、
年
々
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
４
月
１
日
に
開
設
し
た
特
定

相
談
支
援
事
業
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
開
設
当
初

相
談
専
門
員
１
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、

上
半
期
で
３
名
（
兼
務
）
ま
で
増
や

し
た
。
主
に
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

の
作
成
を
行
い
、
計
画
相
談
21
件
、

継
続
支
援
６
件
を
作
成
し
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
や
専
門
部
会
へ
の
職
員
派

遣
を
行
い
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
た
。
ま
た
市
内
福
祉

事
業
所
と
連
携
を
と
り
、
障
害
者
の

就
労
支
援
の
向
上
を
目
指
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し
た
。

貸借対照表（平成26年３月31日現在） （単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘 定 科 目 当年度末 前年度末 増    減 勘 定 科 目 当年度末 前年度末 増    減

流動資産 159,173,360 127,762,397 31,410,963 流動負債 56,663,501 24,027,261 32,636,240

現金     569,604 380,585 189,019 未払金 69,895,193 33,139,222 36,755,971

普通預金 67,293,429 64,016,279 3,277,150 預り金 297,045 123,218 173,827

当座預金 294,786 294,786 0 仮受金 29,799 3,724,723 △ 3,694,924

定期預金 11,355,552 11,344,351 11,201 あかつき作業所勘定
（流動負債） △ 10,454,000 △ 10,057,957 △ 396,043

郵便貯金 750,565 750,294 271 あかつき授産所勘定
（流動負債） △ 3,104,536 △ 2,901,945 △ 202,591

受取手形 347,000 918,975 △ 571,975 固定負債 15,900,000 12,550,000 3,350,000

売掛金 15,700,980 16,524,837 △ 823,857 設備資金借入金 15,900,000 12,550,000 3,350,000

商品・製品 1,651,520 1,999,752 △ 348,232 負債の部合計 72,563,501 36,577,261 35,986,240

原材料 1,920,630 2,578,845 △ 658,215

未収金 71,714,055 40,322,838 31,391,217 純　資　産　の　部

立替金 1,133,775 1,590,757 △ 456,982 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 13,558,536 △ 12,959,902 △ 598,634 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 296,315,295 274,900,171 21,415,124 国庫補助金等特別積立金 144,080,197 120,879,901 23,200,296

基本財産 196,974,777 205,137,752 △ 8,162,975 国庫補助金等特別積立金              144,080,197 120,879,901 23,200,296

建物 103,753,915 111,916,890 △ 8,162,975 その他の積立金 32,004,899 34,640,505 △ 2,635,606

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 5,852,667 5,852,667 0

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 16,814,326 17,228,988 △ 414,662

その他の固定資産 99,340,518 69,762,419 29,578,099 人件費積立金 6,922,644 7,722,644 △ 800,000

建物 35,210,718 0 35,210,718 基本特定積立金 300,000 300,000 0

構築物 270,000 405,000 △ 135,000 移行時特別積立金 2,115,262 3,536,206 △ 1,420,944

機械及び装置 22,541,037 23,496,892 △ 955,855 次期繰越活動収支差額 50,661,450 54,386,293 △ 3,724,843

車両運搬具 1,790,249 3,017,189 △ 1,226,940 次期繰越活動収支差額 50,661,450 54,386,293 △ 3,724,843

器具及び備品 7,645,901 8,325,119 △ 679,218 （うち当期活動収支差額） △ 6,360,449 6,544,523 △ 12,904,972

権利 177,714 177,714 0

備品購入積立預金 5,852,667 5,852,667 0

修繕積立預金 16,814,326 17,228,988 △ 414,662

人件費積立預金 6,922,644 7,722,644 △ 800,000

移行時特別積立預金 2,115,262 3,536,206 △ 1,420,944 純資産の部合計 382,925,154 366,085,307 16,839,847

資産の部合計 455,488,655 402,662,568 52,826,087 負債及び純資産の部合計 455,488,655 402,662,568 52,826,087

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
（
平
成
2
5
年
４
月
１
日
～
平
成
2
6
年
３
月
3
1
日
）

（
単
位
：
円
）

勘
　
定
　
科
　
目

合
　
　
計

法
人
本
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
あ
か
つ
き
作
業
所

あ
か
つ
き
授
産
所
ス
ペ
－
ス
・
ま
ど
か

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

部の支収動活業事援支労就
入収
就
労
支
援
事
業
収
入

14
1,7
40
,85
5

0
19
,08
3,5
49

81
,25
9,5
68

29
,04
2,4
95

7,2
57
,81
2

5,0
97
,43
1

0
0

0
就
労
支
援
事
業
活
動
収
入
計（
1）

1
4
1
,7

4
0
,8

5
5

0
1
9
,0

8
3
,5

4
9

8
1
,2

5
9
,5

6
8

2
9
,0

4
2
,4

9
5

7
,2

5
7
,8

1
2

5
,0

9
7
,4

3
1

0
0

0

出　支
就
労
支
援
事
業
販
売
原
価

13
2,7
72
,08
3

0
19
,35
0,0
52

70
,85
1,8
80

30
,18
2,2
87

7,2
80
,38
8

5,1
07
,47
6

0
0

0
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

15
,21
3,9
78

0
0

14
,67
6,8
01

53
7,1
77

0
0

0
0

0
徴
収
不
能
額

95
7,5
14

0
0

95
7,5
14

0
0

0
0

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
支
出
計（
2）

1
4
8
,9

4
3
,5

7
5

0
1
9
,3

5
0
,0

5
2

8
6
,4

8
6
,1

9
5

3
0
,7

1
9
,4

6
4

7
,2

8
0
,3

8
8

5
,1

0
7
,4

7
6

0
0

0

就
労
支
援
事
業
活
動
収
支
差
額（
3）
=（
1）
－（
2）

△
 7

,2
0
2
,7

2
0

0
△

 2
6
6
,5

0
3

△
 5

,2
2
6
,6

2
7

△
 1

,6
7
6
,9

6
9

△
 2

2
,5

7
6

△
 1

0
,0

4
5

0
0

0

部の支収動活業事祉福
入　収

措
置
費
収
入

49
6,1
40

0
20
3,6
90

0
29
2,4
50

0
0

0
0

0
管
理
費
収
入

40
,03
1,0
00

0
0

0
0

0
8,1
21
,00
0

18
,18
5,0
00

13
,72
5,0
00

0
自
立
支
援
費
収
入

17
9,8
49
,58
4

0
24
,71
9,9
80

14
,02
2,5
12

66
,42
9,3
42

33
,30
2,4
38

40
,95
3,8
60

0
0

42
1,4
52

利
用
者
負
担
金
収
入

3,6
07
,87
6

0
55
4,3
00

34
8,9
10

1,8
31
,59
9

84
5,1
67

27
,90
0

0
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

23
,60
0,4
87

0
3,9
70
,00
0

3,4
44
,48
7

8,5
95
,00
0

7,5
91
,00
0

0
0

0
0

寄
附
金
収
入

29
6,0
87

29
6,0
87

0
0

0
0

0
0

0
0

雑
収
入

79
4,7
25

74
5,9
75

15
,00
0

0
33
,75
0

0
0

0
0

0
国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額

7,5
15
,70
4

5,0
62
,47
2

29
6,4
07

48
8,2
00

1,3
48
,97
0

31
9,6
55

0
0

0
0

福
祉
事
業
活
動
収
入
計（
4）

2
5
6
,1

9
1
,6

0
3

6
,1

0
4
,5

3
4

2
9
,7

5
9
,3

7
7

1
8
,3

0
4
,1

0
9

7
8
,5

3
1
,1

1
1

4
2
,0

5
8
,2

6
0

4
9
,1

0
2
,7

6
0

1
8
,1

8
5
,0

0
0

1
3
,7

2
5
,0

0
0

4
2
1
,4

5
2

出　支

人
件
費
支
出

19
7,8
97
,40
3

1,3
12
,00
0

27
,65
9,6
05

16
,24
0,2
23

59
,38
6,2
48

33
,26
0,9
51

32
,52
7,7
41

15
,59
9,7
24

11
,91
0,9
11

0
事
務
費
支
出

27
,98
1,6
06

52
3,8
28

3,2
89
,77
4

2,3
42
,04
9

7,6
12
,14
7

3,7
73
,81
9

6,0
85
,45
4

2,4
61
,39
3

1,8
17
,28
2

75
,86
0

事
業
費
支
出

15
,34
6,3
75

0
2,5
96
,35
5

1,3
07
,61
7

6,4
92
,37
9

3,3
96
,75
9

1,5
53
,26
5

0
0

0
減
価
償
却
費

13
,83
8,8
76

2,4
63
,39
6

1,8
04
,19
8

46
,17
9

8,9
53
,37
8

57
1,7
25

0
0

0
0

福
祉
事
業
活
動
支
出
計（
5）

2
5
5
,0

6
4
,2

6
0

4
,2

9
9
,2

2
4

3
5
,3

4
9
,9

3
2

1
9
,9

3
6
,0

6
8

8
2
,4

4
4
,1

5
2

4
1
,0

0
3
,2

5
4

4
0
,1

6
6
,4

6
0

1
8
,0

6
1
,1

1
7

1
3
,7

2
8
,1

9
3

7
5
,8

6
0

福
祉
事
業
活
動
収
支
差
額（
6）
=（
4）
－（
5）

1
,1

2
7
,3

4
3

1
,8

0
5
,3

1
0

△
 5

,5
9
0
,5

5
5

△
 1

,6
3
1
,9

5
9

△
 3

,9
1
3
,0

4
1

1
,0

5
5
,0

0
6

8
,9

3
6
,3

0
0

1
2
3
,8

8
3

△
 3

,1
9
3

3
4
5
,5

9
2

部の支収外動活業事

入　収
借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

81
,60
0

81
,60
0

0
0

0
0

0
0

0
0

受
取
利
息
配
当
金
収
入

23
,06
4

37
2

3,1
83

1,7
16

14
,95
2

41
2

1,4
76

44
1

50
5

7
経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

10
,14
9,5
79

4,4
50
,00
0

1,2
31
,69
8

46
,17
9

4,4
21
,70
2

0
0

0
0

0
事
業
活
動
外
収
入
計（
7）

1
0
,2

5
4
,2

4
3

4
,5

3
1
,9

7
2

1
,2

3
4
,8

8
1

4
7
,8

9
5

4
,4

3
6
,6

5
4

4
1
2

1
,4

7
6

4
4
1

5
0
5

7

出　支
借
入
金
利
息
支
出

81
,60
0

81
,60
0

0
0

0
0

0
0

0
0

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

10
,14
9,5
79

5,6
99
,57
9

0
0

2,0
00
,00
0

1,2
50
,00
0

1,2
00
,00
0

0
0

0
事
業
活
動
外
支
出
計（
8）

1
0
,2

3
1
,1

7
9

5
,7

8
1
,1

7
9

0
0

2
,0

0
0
,0

0
0

1
,2

5
0
,0

0
0

1
,2

0
0
,0

0
0

0
0

0

事
業
活
動
外
収
支
差
額（
9）
=（
7）
－（
8）

2
3
,0

6
4

△
 1

,2
4
9
,2

0
7

1
,2

3
4
,8

8
1

4
7
,8

9
5

2
,4

3
6
,6

5
4

△
 1

,2
4
9
,5

8
8

△
 1

,1
9
8
,5

2
4

4
4
1

5
0
5

7

経
常
収
支
差
額（
10
）=（
3）
+（
6）
+（
9）

△
 6

,0
5
2
,3

1
3

5
5
6
,1

0
3

△
 4

,6
2
2
,1

7
7

△
 6

,8
1
0
,6

9
1

△
 3

,1
5
3
,3

5
6

△
 2

1
7
,1

5
8

7
,7

2
7
,7

3
1

1
2
4
,3

2
4

△
 2

,6
8
8

3
4
5
,5

9
9

部の支収別特
入収
施
設
整
備
等
補
助
金
収
入

30
,71
6,0
00

0
0

0
30
,71
6,0
00

0
0

0
0

0
特
別
収
入
計（
11
）

3
0
,7

1
6
,0

0
0

0
0

0
3
0
,7

1
6
,0

0
0

0
0

0
0

0

出　支
国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
積
立
額

30
,71
6,0
00

0
0

0
30
,71
6,0
00

0
0

0
0

0
固
定
資
産
売
却
損
・
処
分
損（
売
却
原
価
）

30
8,1
36

0
0

30
8,1
36

0
0

0
0

0
0

特
別
支
出
計（
12
）

3
1
,0

2
4
,1

3
6

0
0

3
0
8
,1

3
6

3
0
,7

1
6
,0

0
0

0
0

0
0

0

特
別
収
支
差
額（
13
）=（
11
）－
（
12
）

△
 3

0
8
,1

3
6

0
0

△
 3

0
8
,1

3
6

0
0

0
0

0
0

当
期
活
動
収
支
差
額
（
14
）
=（
10
）
+（
13
）

△
 6

,3
6
0
,4

4
9

5
5
6
,1

0
3

△
 4

,6
2
2
,1

7
7

△
 7

,1
1
8
,8

2
7

△
 3

,1
5
3
,3

5
6

△
 2

1
7
,1

5
8

7
,7

2
7
,7

3
1

1
2
4
,3

2
4

△
 2

,6
8
8

3
4
5
,5

9
9

部の額差支収動活越繰
前
期
繰
越
活
動
収
支
差
額（
15
）

5
4
,3

8
6
,2

9
3

△
 3

9
,1

9
7
,0

1
0

2
2
,7
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,3
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6
,2

5
4
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9
9

5
0
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6

6
,4
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,2

6
9

7
,3

7
3
,3

7
6

2
7
3

2
,7

7
0

0

当
期
末
繰
越
活
動
収
支
差
額（
16
）=（
14
）+（
15
）

4
8
,0

2
5
,8

4
4

△
 3

8
,6

4
0
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8
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3
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4
3

△
 8
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3
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8
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7
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4
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6
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1
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1
1
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5
,1

0
1
,1

0
7

1
2
4
,5

9
7

8
2

3
4
5
,5

9
9

基
本
金
取
崩
額（
17
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

基
本
金
組
入
額（
18
）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

そ
の
他
の
積
立
金
取
崩
額（
19
）

2
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0

4
1
4
,6
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1
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0
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0
0
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そ
の
他
の
積
立
金
積
立
額（
20
）

0
0
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0

0
0
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0
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0

次
期
繰
越
活
動
収
支
差
額（
21
）=（
16
）+（
17
）－
（
18
）+（
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）－
（
20
）
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9
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果
平
成
24
年
度
は
３
社
だ
っ
た
企
業

の
開
拓
数
が
、
今
年
度
に
お
い
て
は

10
社
と
増
加
し
、
大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
は
開
設
２
年
４
ヵ
月
が
経
過
し
、

セ
ン
タ
ー
業
務
も
軌
道
に
乗
り
、
瑞

穂
町
内
の
認
知
度
も
上
が
っ
て
き
た
。

登
録
者
に
つ
い
て
は
３
月
末
現
在
登

録
者
79
名
と
な
り
、
就
職
者
を
15
名

出
す
こ
と
が
で
き
、
年
々
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
４
月
１
日
に
開
設
し
た
特
定

相
談
支
援
事
業
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
開
設
当
初

相
談
専
門
員
１
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、

上
半
期
で
３
名
（
兼
務
）
ま
で
増
や

し
た
。
主
に
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

の
作
成
を
行
い
、
計
画
相
談
21
件
、

継
続
支
援
６
件
を
作
成
し
た
。

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
武
蔵
村
山

市
障
害
程
度
区
分
審
査
会
へ
職
員
を

派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立
支
援
協
議

会
と
そ
れ
に
付
随
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
委
員
会
や
専
門
部
会
へ
の
職
員
派

遣
を
行
い
地
域
福
祉
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
協
力
し
た
。
ま
た
市
内
福
祉

事
業
所
と
連
携
を
と
り
、
障
害
者
の

就
労
支
援
の
向
上
を
目
指
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し
た
。

貸借対照表（平成26年３月31日現在） （単位：円）

資　　産　　の　　部 負　　債　　の　　部

勘 定 科 目 当年度末 前年度末 増    減 勘 定 科 目 当年度末 前年度末 増    減

流動資産 159,173,360 127,762,397 31,410,963 流動負債 56,663,501 24,027,261 32,636,240

現金     569,604 380,585 189,019 未払金 69,895,193 33,139,222 36,755,971

普通預金 67,293,429 64,016,279 3,277,150 預り金 297,045 123,218 173,827

当座預金 294,786 294,786 0 仮受金 29,799 3,724,723 △ 3,694,924

定期預金 11,355,552 11,344,351 11,201 あかつき作業所勘定
（流動負債） △ 10,454,000 △ 10,057,957 △ 396,043

郵便貯金 750,565 750,294 271 あかつき授産所勘定
（流動負債） △ 3,104,536 △ 2,901,945 △ 202,591

受取手形 347,000 918,975 △ 571,975 固定負債 15,900,000 12,550,000 3,350,000

売掛金 15,700,980 16,524,837 △ 823,857 設備資金借入金 15,900,000 12,550,000 3,350,000

商品・製品 1,651,520 1,999,752 △ 348,232 負債の部合計 72,563,501 36,577,261 35,986,240

原材料 1,920,630 2,578,845 △ 658,215

未収金 71,714,055 40,322,838 31,391,217 純　資　産　の　部

立替金 1,133,775 1,590,757 △ 456,982 基本金 156,178,608 156,178,608 0

事業所勘定（流動） △ 13,558,536 △ 12,959,902 △ 598,634 基本金 156,178,608 156,178,608 0

固定資産 296,315,295 274,900,171 21,415,124 国庫補助金等特別積立金 144,080,197 120,879,901 23,200,296

基本財産 196,974,777 205,137,752 △ 8,162,975 国庫補助金等特別積立金              144,080,197 120,879,901 23,200,296

建物 103,753,915 111,916,890 △ 8,162,975 その他の積立金 32,004,899 34,640,505 △ 2,635,606

土地 92,920,862 92,920,862 0 備品購入積立金 5,852,667 5,852,667 0

基本財産特定預金 300,000 300,000 0 修繕積立金 16,814,326 17,228,988 △ 414,662

その他の固定資産 99,340,518 69,762,419 29,578,099 人件費積立金 6,922,644 7,722,644 △ 800,000

建物 35,210,718 0 35,210,718 基本特定積立金 300,000 300,000 0

構築物 270,000 405,000 △ 135,000 移行時特別積立金 2,115,262 3,536,206 △ 1,420,944

機械及び装置 22,541,037 23,496,892 △ 955,855 次期繰越活動収支差額 50,661,450 54,386,293 △ 3,724,843

車両運搬具 1,790,249 3,017,189 △ 1,226,940 次期繰越活動収支差額 50,661,450 54,386,293 △ 3,724,843

器具及び備品 7,645,901 8,325,119 △ 679,218 （うち当期活動収支差額） △ 6,360,449 6,544,523 △ 12,904,972

権利 177,714 177,714 0

備品購入積立預金 5,852,667 5,852,667 0

修繕積立預金 16,814,326 17,228,988 △ 414,662

人件費積立預金 6,922,644 7,722,644 △ 800,000

移行時特別積立預金 2,115,262 3,536,206 △ 1,420,944 純資産の部合計 382,925,154 366,085,307 16,839,847

資産の部合計 455,488,655 402,662,568 52,826,087 負債及び純資産の部合計 455,488,655 402,662,568 52,826,087

事
業
活
動
収
支
内
訳
表
（
平
成
2
5
年
４
月
１
日
～
平
成
2
6
年
３
月
3
1
日
）

（
単
位
：
円
）

勘
　
定
　
科
　
目

合
　
　
計

法
人
本
部

セ
ル
プ
あ
か
つ
き
あ
か
つ
き
作
業
所

あ
か
つ
き
授
産
所
ス
ペ
－
ス
・
ま
ど
か

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

武
蔵
村
山
市
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

瑞
穂
町
障
害
者

就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

部の支収動活業事援支労就
入収
就
労
支
援
事
業
収
入

14
1,7
40
,85
5

0
19
,08
3,5
49

81
,25
9,5
68

29
,04
2,4
95

7,2
57
,81
2

5,0
97
,43
1

0
0

0
就
労
支
援
事
業
活
動
収
入
計（
1）

1
4
1
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4
0
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5
5

0
1
9
,0

8
3
,5

4
9

8
1
,2

5
9
,5

6
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,0

4
2
,4

9
5

7
,2

5
7
,8

1
2

5
,0

9
7
,4

3
1

0
0

0

出　支
就
労
支
援
事
業
販
売
原
価

13
2,7
72
,08
3

0
19
,35
0,0
52

70
,85
1,8
80

30
,18
2,2
87

7,2
80
,38
8

5,1
07
,47
6

0
0

0
販
売
費
及
び
一
般
管
理
費

15
,21
3,9
78

0
0

14
,67
6,8
01

53
7,1
77

0
0

0
0

0
徴
収
不
能
額

95
7,5
14

0
0

95
7,5
14

0
0

0
0

0
0

就
労
支
援
事
業
活
動
支
出
計（
2）

1
4
8
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4
3
,5

7
5

0
1
9
,3

5
0
,0

5
2

8
6
,4

8
6
,1

9
5

3
0
,7

1
9
,4

6
4

7
,2

8
0
,3

8
8

5
,1

0
7
,4

7
6

0
0

0

就
労
支
援
事
業
活
動
収
支
差
額（
3）
=（
1）
－（
2）

△
 7

,2
0
2
,7

2
0

0
△

 2
6
6
,5

0
3

△
 5

,2
2
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2
7

△
 1
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△
 2

2
,5

7
6

△
 1

0
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4
5
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部の支収動活業事祉福
入　収

措
置
費
収
入

49
6,1
40

0
20
3,6
90

0
29
2,4
50

0
0

0
0

0
管
理
費
収
入

40
,03
1,0
00

0
0

0
0

0
8,1
21
,00
0

18
,18
5,0
00

13
,72
5,0
00

0
自
立
支
援
費
収
入

17
9,8
49
,58
4

0
24
,71
9,9
80

14
,02
2,5
12

66
,42
9,3
42

33
,30
2,4
38

40
,95
3,8
60

0
0

42
1,4
52

利
用
者
負
担
金
収
入

3,6
07
,87
6

0
55
4,3
00

34
8,9
10

1,8
31
,59
9

84
5,1
67

27
,90
0

0
0

0
経
常
経
費
補
助
金
収
入

23
,60
0,4
87

0
3,9
70
,00
0

3,4
44
,48
7

8,5
95
,00
0

7,5
91
,00
0

0
0

0
0

寄
附
金
収
入

29
6,0
87

29
6,0
87

0
0

0
0

0
0

0
0

雑
収
入

79
4,7
25

74
5,9
75

15
,00
0

0
33
,75
0

0
0

0
0

0
国
庫
補
助
金
等
特
別
積
立
金
取
崩
額

7,5
15
,70
4

5,0
62
,47
2

29
6,4
07

48
8,2
00

1,3
48
,97
0

31
9,6
55

0
0

0
0

福
祉
事
業
活
動
収
入
計（
4）

2
5
6
,1

9
1
,6

0
3

6
,1

0
4
,5

3
4

2
9
,7

5
9
,3

7
7

1
8
,3

0
4
,1

0
9

7
8
,5

3
1
,1

1
1

4
2
,0

5
8
,2

6
0

4
9
,1

0
2
,7

6
0

1
8
,1

8
5
,0

0
0

1
3
,7

2
5
,0

0
0

4
2
1
,4

5
2

出　支

人
件
費
支
出

19
7,8
97
,40
3

1,3
12
,00
0

27
,65
9,6
05

16
,24
0,2
23

59
,38
6,2
48

33
,26
0,9
51

32
,52
7,7
41

15
,59
9,7
24

11
,91
0,9
11

0
事
務
費
支
出

27
,98
1,6
06

52
3,8
28

3,2
89
,77
4

2,3
42
,04
9

7,6
12
,14
7

3,7
73
,81
9

6,0
85
,45
4

2,4
61
,39
3

1,8
17
,28
2

75
,86
0

事
業
費
支
出

15
,34
6,3
75

0
2,5
96
,35
5

1,3
07
,61
7

6,4
92
,37
9

3,3
96
,75
9

1,5
53
,26
5

0
0

0
減
価
償
却
費

13
,83
8,8
76

2,4
63
,39
6

1,8
04
,19
8

46
,17
9

8,9
53
,37
8

57
1,7
25

0
0

0
0

福
祉
事
業
活
動
支
出
計（
5）

2
5
5
,0

6
4
,2

6
0

4
,2

9
9
,2

2
4

3
5
,3

4
9
,9

3
2

1
9
,9

3
6
,0

6
8

8
2
,4

4
4
,1

5
2

4
1
,0

0
3
,2

5
4

4
0
,1

6
6
,4

6
0

1
8
,0

6
1
,1

1
7

1
3
,7

2
8
,1

9
3

7
5
,8

6
0

福
祉
事
業
活
動
収
支
差
額（
6）
=（
4）
－（
5）

1
,1

2
7
,3

4
3

1
,8

0
5
,3

1
0

△
 5

,5
9
0
,5

5
5

△
 1

,6
3
1
,9

5
9

△
 3

,9
1
3
,0

4
1

1
,0

5
5
,0

0
6

8
,9

3
6
,3

0
0

1
2
3
,8

8
3

△
 3

,1
9
3

3
4
5
,5

9
2

部の支収外動活業事

入　収
借
入
金
利
息
補
助
金
収
入

81
,60
0

81
,60
0

0
0

0
0

0
0

0
0

受
取
利
息
配
当
金
収
入

23
,06
4

37
2

3,1
83

1,7
16

14
,95
2

41
2

1,4
76

44
1

50
5

7
経
理
区
分
間
繰
入
金
収
入

10
,14
9,5
79

4,4
50
,00
0

1,2
31
,69
8

46
,17
9

4,4
21
,70
2

0
0

0
0

0
事
業
活
動
外
収
入
計（
7）

1
0
,2

5
4
,2

4
3

4
,5

3
1
,9

7
2

1
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3
4
,8

8
1

4
7
,8

9
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4
,4

3
6
,6

5
4

4
1
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,4

7
6

4
4
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0
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出　支
借
入
金
利
息
支
出

81
,60
0

81
,60
0

0
0

0
0

0
0

0
0

経
理
区
分
間
繰
入
金
支
出

10
,14
9,5
79
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,57
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00
,00
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,00
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業
活
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支
出
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事
業
活
動
外
収
支
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=（
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－（
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4
0
,9

0
7

1
8
,9

0
3
,1

4
3

△
 4

4
9
,1

6
6

4
9
,0

6
5
,8

8
4

6
,2

1
1
,1

1
1

1
5
,1

0
1
,1

0
7

1
2
4
,5

9
7

8
2

3
4
5
,5

9
9
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平
成
25
年
度
事
業
報
告

平
成
25
年
度
事
業
報
告

●
概
要

　

平
成
25
年
度
は
障
害
者
福
祉
政
策

に
お
い
て
大
き
な
動
き
が
続
い
た
年

度
だ
っ
た
。
昨
年
４
月
に
は
障
害
者

自
立
支
援
法
か
ら
障
害
者
総
合
支
援

法
へ
と
制
度
が
変
わ
り
、
難
病
者
の

一
部
が
障
害
者
総
合
支
援
法
の
対
象

と
な
っ
た
こ
と
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
と
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
一
元
化
（
平
成

26
年
４
月
施
行
）、
重
度
訪
問
看
護

の
対
象
障
害
の
範
囲
拡
大
（
平
成
26

年
４
月
施
行
）
等
の
変
更
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が

1
．8
％
か
ら
２
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
６
月
に
は
障
害
者
差
別
解
消

法
（
平
成
28
年
４
月
施
行
）
と
精
神

障
害
者
の
雇
用
義
務
化
（
平
成
30
年

４
月
施
行
）
の
法
案
が
成
立
、
そ
し

て
12
月
４
日
に
は
国
連
障
害
者
権
利

条
約
の
批
准
が
国
会
で
正
式
に
承
認

さ
れ
、
今
年
１
月
20
日
付
で
国
連
に

寄
託
、
条
約
の
規
定
に
従
い
寄
託
日

か
ら
30
日
目
の
日
で
あ
る
２
月
19
日

に
日
本
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

以
上
様
々
な
改
変
が
行
わ
れ
問
題

点
も
多
々
あ
る
が
、
障
害
者
の
権
利

の
向
上
は
確
実
に
進
ん
で
お
り
、
地

域
社
会
に
お
い
て
も
障
害
者
の
社
会

参
加
は
益
々
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
、
こ
の
様
な
流
れ
の
中
、
私
た
ち

障
害
者
福
祉
に
関
わ
る
者
の
役
割
と

し
て
一
般
就
労
の
支
援
を
進
め
て
い

く
こ
と
、
地
域
社
会
で
暮
ら
し
て
い

く
た
め
の
支
援
、
企
業
に
就
職
が
難

し
い
方
の
働
く
場
の
提
供
等
、
さ
ら

に
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
と
い
え
る
。

●
福
祉
事
業
活
動

　

福
祉
事
業
活
動
は
９
割
保
障
補
助

が
平
成
24
年
度
で
終
了
と
な
り
、
平

成
25
年
度
は
利
用
率
が
そ
の
ま
ま
収

入
に
反
映
せ
れ
た
結
果
、
就
労
移
行

支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
精
神
障
害

者
単
独
施
設
で
あ
る
ス
ペ
ー
ス
・
ま

ど
か
に
お
い
て
収
入
が
下
が
り
厳
し

い
結
果
と
な
っ
た
。
セ
ル
プ
あ
か
つ

き
は
一
般
就
職
者
や
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
へ
の
移
行
で
数
名
が
退
所
し
た

が
、
新
規
利
用
者
が
１
名
に
と
ど
ま

り
収
入
が
落
ち
込
む
結
果
と
な
り
、

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
は
精
神
障
害
者

の
障
害
特
性
で
休
み
が
日
常
的
に
多

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

ま
た
あ
か
つ
き
作
業
所
で
は
就
労

支
援
事
業
の
不
調
か
ら
利
用
者
を
抱

え
ら
れ
な
く
な
り
、
一
般
雇
用
等
へ

の
移
行
を
行
っ
た
が
結
果
現
員
数
が

下
が
り
収
入
が
大
幅
に
減
っ
た
。

　

一
方
瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら

は
地
域
区
分
が
1
．5
％
上
が
っ
た

こ
と
も
あ
り
収
支
差
額
は
７
７
０
万

円
と
な
っ
た
。

　

法
人
全
体
で
は
△
６
３
６
万
円
で

非
常
に
厳
し
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

就
職
者
数
は
就
労
移
行
支
援
セ
ル

プ
あ
か
つ
き
に
お
い
て
５
名
、
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
１
名
、
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
か
つ
き
作
業
所
か

ら
２
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

第
三
者
評
価
は
セ
ル
プ
あ
か
つ
き

と
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い
て
実

施
し
た
。

　

平
成
25
年
度
社
会
福
祉
施
設
等
耐

震
化
促
進
事
業
（
耐
震
改
修
経
費
）

補
助
金
を
受
け
、
本
館
（
昭
和
52
年

建
設
）
と
作
業
棟
（
昭
和
49
年
建
設
）

の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。一
昨

年
耐
震
診
断
を
行
い
耐
震
性
に
疑
問

あ
り
と
い
う
結
果
を
受
け
た
も
の
で
、

12
月
10
日
に
３
社
に
よ
る
一
般
競
争
入

札
を
実
施
、
落
札
者
の
㈱
松
村
組
と

12
月
20
日
に
契
約
、
約
３
ヶ
月
の
工
事

を
経
て
３
月
25
日
に
終
了
し
た
。
工
事

費
総
額
3
5
，
2
9
6
，
5
0
0
円

（
工
事
費
3
3
，0
7
5
，0
0
0
円
、

工
事
事
務
費
2
，1
9
4
，5
0
0
円
）、

東
京
都
補
助
金
2
7
，0
7
8
，0
0
0

円
、
福
祉
医
療
機
構
借
入
金

7
，
3
0
0
，
0
0
0
円
、
自
己
資
金

8
9
1
，0
0
0
円
だ
っ
た
。

　

平
成
25
年
度
受
注
促
進
・
工
賃
向
上

設
備
整
備
費
補
助
事
業
補
助
金
を
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
あ
か
つ
き
授
産
所
に

て
申
請
し
、印
刷
機
器
整
備
事
業
と
し

て
シ
ル
バ
ー
デ
ジ
プ
レ
ー
ト（
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）

を
購
入
し
た
。１
月
21
日
に
３
社
に
よ

る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
、落
札
者
の

エ
フ
・
ビ
ー
・エ
ム
㈱
と
２
月
３
日
に
契

約
し
、２
月
13
日
に
納
入
さ
れ
た
。整

備
費
総
額
が
4
，8
5
1
，0
0
0
円
、

東
京
都
補
助
金
が
3
，6
3
8
，0
0
0

円
、自
己
資
金
1
，2
1
3
，0
0
0
円

だ
っ
た
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
事
業
で
あ

る
印
刷
事
業
と
給
食
事
業
は
共
に

２
０
０
万
円
を
超
え
る
赤
字
を
計
上

し
、
雇
用
利
用
者
を
減
ら
さ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
り
、
現
員
数
が
下

が
り
あ
か
つ
き
作
業
所
の
福
祉
事
業

活
動
収
支
に
も
影
響
を
出
し
た
。

　

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
収
入

が
１
５
０
万
円
減
少
し
た
こ
と
と
、
今

年
２
月
に
製
品
の
不
良
を
出
し
て
し

ま
い
、
数
十
万
の
損
害
を
出
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
赤
字
の
要
因
と
な
り
、

ウ
エ
ス
事
業
は
売
上
の
上
積
み
は
あ
っ

た
も
の
の
、
材
料
費
の
高
騰
と
利
用

者
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
工
賃
支

出
の
増
加
で
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

平
均
工
賃
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

で
は
、
あ
か
つ
き
授
産
所
二
五
五
〇
四

円
、
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
一
一
七
〇
〇
円
、

瑞
穂
町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
一
五
二

〇
〇
円
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
あ
か

つ
き
作
業
所
で
は
一
四
四
〇
〇
〇
円

と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

●
地
域
福
祉

　

武
蔵
村
山
市
障
害
者
就
労
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ら
い
は
平
成
26
年
３
月
末

現
在
登
録
者
数
が
１
６
５
名
と
な
り
、

就
職
者
を
30
名
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

と
ら
い
に
お
い
て
は
４
月
か
ら
地
域

開
拓
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
、
登
録
者
の
就
職
先
を
開
拓
す

る
た
め
の
体
制
を
整
え
た
。
そ
の
結

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
病
棟
転
換
型
居
住
系
施
設
!!

６
・
26
緊
急
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
る
６
月
26
日
、
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
に
て
行
わ
れ
た
病
棟
転
換
型
居

住
系
施
設
に
反
対
す
る
集
会
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

現
在
、
精
神
科
病
院
に
入
院
し
て

い
る
患
者
数
は
32
万
人
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
１
年
以
上
の
長
期
入
院
患
者

は
20
万
人
、
長
期
入
院
患
者
の
中
で

も
、
入
院
の
必
要
は
な
い
の
に
退
院

後
の
受
け
入
れ
先
が
な
い
、
い
わ
ゆ

る
社
会
的
入
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
方
が
７
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
は
10
年
前
か
ら
、
入
院
か
ら
地

域
移
行
へ
、
精
神
障
害
者
の
地
域
移

行
を
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
が
遅
々

と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
様
な
中
で
厚
労
省
の
「
長
期

入
院
精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
に
向

け
た
具
体
的
方
策
に
係
る
検
討
会
」

の
中
で
持
ち
上
が
っ
た
の
が
、
〝
病

棟
転
換
居
住
施
設
〞
で
す
。
簡
単
に

言
う
と
、
病
院
の
入
院
患
者
が
減

り
、
空
い
た
入
院
病
棟
を
居
住
施
設

に
す
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

病
院
の
敷
地
内
に
居
住
施
設
を
作

り
、
そ
こ
で
生
活
す
る
事
が
果
た
し

て
地
域
生
活
と
言
え
る
の
か
、
今
年

日
本
が
批
准
し
た
障
害
者
権
利
条
約

に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
っ

た
点
か
ら
も
病
棟
転
換
型
居
住
施
設

に
つ
い
て
は
多
く
の
疑
問
が
あ
り
ま

す
。
今
回
の
緊
急
集
会
に
は
、
こ
れ
に

反
対
し
、
障
害
の
種
別
を
問
わ
ず
日

本
中
か
ら
実
に
3
，2
0
0
人
以
上
の

方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。「
病
院
は
生

活
の
場
で
は
な
い
」
と
い
う
切
実
な

訴
え
、
集
会
に
は
実
際
に
長
期
入
院

の
末
に
地
域
生
活
を
送
っ
て
い
る

方
々
の
生
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
者
の
退
院
促
進
が
な
か

な
か
進
ま
な
い
要
因
と
し
て
地
域
の

受
け
皿
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
を
空
き
病
棟
で
補

お
う
と
い
う
発
想
は
間
違
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
増
々

地
域
に
戻
る
た
め
の
支
援
体
制
（
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
面
共
）
を
遅
ら
せ
、
結

局
、
彼
等
を
病
院
内
に
留
め
て
し
ま

う
事
に
な
り
兼
ね
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
退
院
可
能
な
精
神
障

害
者
の
受
け
皿
を
病
院
内
に
求
め
る

の
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
支
援
体

制
の
拡
充
が
先
決
だ
と
思
い
ま
す
。

　

集
会
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た

が
、
結
局
、「
長
期
入
院
精
神
障
害

者
の
地
域
移
行
に
向
け
た
具
体
的
方

策
に
係
る
検
討
会
」
は
7
月
1
日
の

会
合
で
、
地
域
移
行
を
原
則
と
し

て
、
現
在
入
院
し
て
い
る
患
者
を
対

象
と
し
て
病
棟
転
換
を
試
行
的
に
実

施
し
、
運
用
状
況
を
検
証
す
る
と
い

う
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
会
で
は
25
名
の
委
員

中
、
当
事
者
が
２
名
、
過
半
数
は
医

師
だ
っ
た
と
の
事
で
す
。
既
述
し
た

よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
構
成
員
で
示

さ
れ
た
結
論
が
果
た
し
て
障
害
者
権

利
条
約
に
合
致
し
て
い
る
の
か
私
に

は
非
常
に
疑
問
で
す
。

　
　

あ
か
つ
き
授
産
所
保
護
者
会
の
開
催

あ
か
つ
き
授
産
所　
　　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者　

小
室　

貴
士

　

去
る
６
月
23
日
に
あ
か
つ
き
授
産

所
の
保
護
者
会
を
開
催
し
、
13
組
の

ご
家
族
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
保
護
者
会
を
始
ま
る
前
に
は
希

望
の
あ
っ
た
保
護
者
の
方
々
に
対
し

て
作
業
場
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
保
護
者
会
自
体
は
こ
ち
ら

か
ら
一
方
的
に
報
告
を
行
う
の
で
は

な
く
、
参
加
者
か
ら
も
意
見
を
も
ら

え
る
よ
う
に
席
を
顔
と
顔
が
見
え
る

よ
う
な
形
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
誌
面
を
使
い
当
日
ご
参
加
で

き
な
か
っ
た
ご
家
族
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
で
、
内
容
の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
最
近
の
福
祉
制
度
の
動
向

に
つ
い
て
、
平
成
25
年
４
月
よ
り
障

害
者
総
合
支
援
法
が
施
行
さ
れ
そ
の

後
の
制
度
の
流
れ
や
権
利
条
約
に
つ

い
て
の
説
明
、
今
年
４
月
よ
り
障
害

程
度
区
分
か
ら
障
害
者
支
援
区
分
に

変
わ
り
調
査
項
目
が
変
わ
っ
た
こ
と

や
、
知
的
障
害
の
方
や
精
神
障
害
の

方
の
判
定
の
結
果
が
実
態
に
反
映
さ

れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
説

明
し
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
と
し
て
は
耐
震
改
修
工

事
の
完
了
と
建
物
の
耐
震
性
の
向
上

に
つ
い
て
の
説
明
、
平
均
工
賃
、
今
年

度
あ
か
つ
き
授
産
所
で
第
三
者
評
価

を
実
施
す
る
旨
の
報
告
を
し
ま
し

た
。

　

次
に
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
作
成
し

た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

震
災
発
生
時
か
ら
三
日
間
の
対
応
手

順
、
備
蓄
や
設
備
の
説
明
、
ご
家
族
と

の
連
絡
手
段
に
つ
い
て
は
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
や
あ
か
つ
き
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の

情
報
発
信
、
所
内
公
衆
電
話
で
の
連

絡
等
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
個
別
対
応
の
必
要
性
か
ら
災
害

時
に
必
要
と
な
る
利
用
者
台
帳
の
協

力
も
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
で
実
施

す
る
行
事
に
保
護
者
の
方
々
へ
の
参

加
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
年

度
は
参
加
し
て
も
ら
う
行
事
を
限
定

せ
ず
、
希
望
が
あ
れ
ば
自
由
に
参
加

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
を
支
援
し
て
い
く
中
で
、

日
中
だ
け
で
な
く
家
庭
で
の
様
子
な

ど
、
保
護
者
の
方
と
の
連
携
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
連
絡
帳
や

電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
い
き
、
ご
家
庭

で
困
っ
て
い
る
事
は
な
ど
共
有
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
忙
し
い

中
、
多
数
の
ご
家
族
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　　

ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か

　
　

施
設
長　

遠
藤　

至
子

研修報告
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瑞
穂
町
福
祉
作
業
所

　
　

さ
く
ら
近
況
報
告

　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

　

大
滝　

実

　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
！

　

７
月
に
入
り
、
日
差
し
が
眩
し
い

季
節
に
な
り
気
温
も
徐
々
に
上
が
り

過
し
や
す
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
反
面
、
季
節
の
変
わ
り
目

は
疲
れ
も
出
や
す
く
体
調
を
崩
し
や

す
い
の
で
皆
、
気
を
引
き
締
め
て

日
々
の
作
業
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

新
規
作
業
と
し
て
瑞
穂
町
よ
り
、

さ
く
ら
の
隣
に
あ
る
町
民
農
園
ト
イ

レ
清
掃
の
業
務
委
託
を
受
け
、
５
月

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
週
に
１

回
の
ペ
ー
ス
で
利
用
者
、
職
員
で
ペ

ア
を
組
み
行
っ
て
い
ま
す
が
初
め
て

の
作
業
の
為
、
悪
戦
苦
闘
す
る
か
と

思
い
き
や
、
日
々
の
作
業
場
の
清
掃

で
慣
れ
て
お
り
、
ホ
ー
ス
や
ブ
ラ
シ

を
自
由
自
在
に
操
り
な
が
ら
、
と
て

も
上
手
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

自
分
は
都
内
で
育
ち
公
衆
ト
イ
レ
は

「
汚
い
」
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
っ
て

い
ま
し
た
が
公
共
ト
イ
レ
な
の
に
と

て
も
綺
麗
に
使
わ
れ
て
お
り
、
町
民

の
方
々
の
立
派
な
性
格

に
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

　

自
主
製
品
も
今
ま
で
は
町
の
催
物

や
施
設
で
の
販
売
で
し
た
が
、
町
役

場
の
近
く
の
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
シ
ル
バ
ー
ま
ち
か
ど
」
に
置
い
て

頂
け
る
事
に
な
り
、
大
変
喜
ん
で
お

り
ま
す
。
納
品
も
利
用
者
と
共
に
伺

い
、
製
品
（
廃
油
再
生
石
鹸
、
お
掃
除

棒
、
手
作
り
タ
ワ
シ
）
す
べ
て
に
値

札
を
付
け
、
綺
麗
に
見
え
る
様
に
レ

イ
ア
ウ
ト
を
し
て
置
か
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
そ
の
様
子
を
見
て
い
た

買
い
物
客
の
方
と
雑
談
を
し
な
が
ら
、

お
茶
を
頂
き
、
製
品
説
明
を
す
る
利

用
者
の
姿
を
見
て
「
立
派
な
営
業
マ

ン
」
と
、
感
動
す
る
と
共
に
こ
れ
か

ら
も
町
に
根
ざ
し
た
施
設
で
あ
り
た

い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
の

方
々
に
は
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂

き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

施
設
行
事
で
は
「
春
レ
ク
」
が
あ

り
今
年
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
の
出
に

行
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た

が
場
所
が
違
う
と
こ
こ
ま
で
違
う
の

か
と
驚
く
ほ
ど
別
の
建
物
で
し
た
。

映
画
鑑
賞
グ
ル
ー
プ
、
買
物
グ
ル
ー

プ
と
分
か
れ
て
行
動
し
ま
し
た
。
自

分
は
買
物
グ
ル
ー
プ
に
入
り
、
散
策

し
ま
し
た
が
１
０
０
店
舗
以
上
あ
り
、

普
段
、
買
物
慣
れ
し
て
い
な
い
為
か
、

見
て
回
る
だ
け
で
も
疲
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
皆
様
は
目
を
キ
ラ
キ
ラ

さ
せ
な
が
ら
お
目
当
て
の
物
を
物
色

し
て
い
る
姿
は
と
て
も
微
笑
ま
し
か

っ
た
で
す
。
ま
た
、
プ
リ
ク
ラ
を
し

ま
し
た
が
、
沢
山
の
機
能
を
駆
使
し

て
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
、
言
い
な
が

ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
で
は
６
月
と

は
思
え
な
い
暑
さ
で
熱
中
症
に
気
を

付
け
な
が
ら
の
参
加
で
し
た
。
さ
く
ら

の
全
員
が
熱
狂
す
る
全
員
リ
レ
ー
で

は
大
声
を
上
げ
、
声
援
を
送
り
、
心
身

共
に
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
、
職
員
と
も

地
域
に
根
ざ
し
て
元
気
い
っ
ぱ
い
、

頑
張
り
ま
す
。

　

サ
イ
ボ
ク印

刷
部　

加
藤　

仁

　

５
月
18
日
、
今
年
も
春
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
場

所
は
昨
年
と
お
な
じ
、
埼
玉
県
日
高

市
の
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
で
す
。

　

あ
か
つ
き
の
年
中
行
事
の
中
で
も
、

こ
の
春
レ
ク
が
年
度
は
じ
め
の
最
初

の
お
楽
し
み
、
み
ん
な
の
テ
ン
シ
ョ

ン
も
最
高
潮
、
今
日
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
み
ん
な
の
熱
気
で
、
雨

雲
は
近
寄
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
高

の
行
楽
日
和
で
す
。

　

食
事
は
焼
肉
・
焼
き
そ
ば
。
品
質

第
一
で
作
ら
れ
た
お
肉
は
最
高
の
味
、

お
な
か
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま
で
箸
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

焼
き
そ
ば
は
誰
が
作
っ
た
の
？　

ほ
と
ん
ど
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
利
用
者

さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
ま
す
。
作
り
方

の
説
明
な
ん
か
は
い
り
ま
せ
ん
。
食

材
の
バ
ラ
ン
ス
、
焼
き
加
減
、
具
材

の
混
ぜ
方
も
み
ん
な
上
手
で
す
。
お

い
し
い
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
気
持
ち
が
最
高
の
調
味
料
な
ん

で
す
ね
。
お
な
か
い
っ
ぱ
い
な
の
も

忘
れ
て
あ
と
一
口
、
あ
と
一
口
と
、

気
が
つ
い
た
ら
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら

お
買
い
物
。
野
菜
や
お
肉
の
他
に
も

お
い
し
い
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
焼

き
た
て
パ
ン
や
地
元
で
作
ら
れ
た
製

品
な
ど
、
た
く
さ
ん
売
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
は
大
道
芸
の
人
が
い

て
み
ん
な
大
喜
び
。
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

や
楽
し
い
ト
ー
ク
で
時
間
を
忘
れ
、

い
つ
の
間
に
か
帰
り
の
時
間
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
は
疲
れ
て
眠
る
人
、

ま
だ
ま
だ
元
気
い
っ
ぱ
い
の
人
、
そ

れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、
み
ん
な
楽
し
い

一
日
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、
仕
事
を

が
ん
ば
る
活
力
に
も
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

法
人
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
自
然
災
害
や
大
火

災
、
大
事
故
等
の
危
機
事
案
に
備
え
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
事
業
の
継

続
若
し
く
は
早
期
の
復
旧
を
目
指
す

た
め
に
平
常
に
行
う
べ
き
活
動
や
緊

急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
為
の
方

法
、
手
段
等
を
取
り
決
め
て
お
く
計

画
の
事
で
す
。

　

災
害
時
の
非
常
事
態
の
中
で
事
業

を
継
続
し
て
い
く
事
は
非
常
に
困
難

で
す
。こ
の
様
な
中
、ど
の
よ
う
に
事

業
を
継
続
し
て
い
く
か
事
前
に
検
討
、

準
備
し
て
行
く
事
が
重
要
と
考
え
、

今
回
当
法
人
で
は
、
大
地
震
を
想
定

し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
致

し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

等
、
当
法
人
と
し
て
も
大
地
震
に
対

す
る
危
機
管
理
対
策
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
必
ず
し
も

充
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。Ｂ
Ｃ
Ｐ
作

成
に
当
た
っ
て
初
め
て
確
認
出
来
た

こ
と
や
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
備
蓄
に
関
し
て
は
一
般
的

に
は
３
日
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

現
段
階
で
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
2
6
年
度
収
支
予
算
内
訳
表

社
会
福
祉
法
人
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
法
人
事
業
区
分
 

（
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千
円
）
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目
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社
会
福
祉
事
業
合
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本
　
部

就
労
移
行
支
援

セ
ル
プ
あ
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つ
き
就
労
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続
支
援
Ａ
型

あ
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つ
き
作
業
所
就
労
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支
援
Ｂ
型

あ
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つ
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就
労
継
続
支
援
Ｂ
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ス
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ス
・
ま
ど
か
就
労
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支
援
Ｂ
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瑞
穂
町
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祉
作
業
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あ
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つ
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コ
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支
援
セ
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事
業
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セ
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成
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平
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26
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●
福
祉
事
業
活
動

　

障
害
者
総
合
支
援
法
も
二
年
目
に

入
り
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ

ー
ム
の
一
元
化
や
重
度
訪
問
介
護
の

対
象
障
害
拡
大
等
、
今
年
４
月
か
ら

実
施
さ
れ
、
障
害
程
度
区
分
も
４
月

か
ら
障
害
支
援
区
分
へ
と
変
更
と
な

る
。
障
害
支
援
区
分
は
知
的
障
害
者

や
精
神
障
害
者
の
障
害
程
度
区
分
判

定
が
軽
め
に
出
て
し
ま
う
従
来
の
欠

陥
を
是
正
す
る
も
の
で
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
障
害
者
に
と
っ

て
朗
報
と
い
え
る
。

　

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
に
お
い

て
、
前
年
度
末
で
就
労
移
行
支
援
の

利
用
者
が
い
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た

め
今
年
４
月
１
日
付
で
就
労
移
行
支

援
を
廃
止
し
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

の
単
独
施
設
に
変
更
す
る
。
定
員
は

30
名
と
し
対
象
障
害
者
は
精
神
障
害

者
と
す
る
。

　

精
神
障
害
者
の
就
労
移
行
支
援
は

現
在
身
体
・
知
的
障
害
者
の
就
労
移

行
支
援
を
行
っ
て
い
る
セ
ル
プ
あ
か

つ
き
で
今
後
担
っ
て
い
く
こ
と
と

し
、
４
月
以
降
３
障
害
と
難
病
者
対

象
の
施
設
と
す
る
。

　

福
祉
事
業
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
に
お
い
て
経
営
の
安
定
化
を
目
指

す
取
り
組
み
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

就
労
移
行
支
援
セ
ル
プ
あ
か
つ
き

は
利
用
者
の
現
員
数
が
少
な
く
４
月

時
点
で
７
名
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
。
定
員
20
名
に
対
し
て
大
き
く
定

員
割
れ
状
態
で
あ
り
現
員
数
を
上
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
待
つ
だ
け
の

姿
勢
で
は
な
く
、
積
極
的
な
自
己
発

信
を
地
域
に
向
け
て
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
あ
か
つ
き
作

業
所
は
印
刷
事
業
・
給
食
事
業
等
の

就
労
支
援
事
業
の
収
支
改
善
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
あ
か
つ
き
作
業
所

は
利
用
者
と
雇
用
契
約
を
結
ぶ
施
設

で
、
最
低
賃
金
以
上
の
賃
金
を
払
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
支

え
て
い
く
就
労
支
援
事
業
が
不
調
の

状
態
に
あ
り
、
施
設
経
営
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
Ａ
型

単
独
で
は
厳
し
い
状
況
に
も
来
て
お

り
施
設
体
系
の
変
更
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
し
て
い
く
。

　

就
労
継
続
支
援
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど

か
は
精
神
障
害
者
の
障
害
特
性
上
利

用
率
が
低
い
状
況
が
あ
る
。
４
月
時

点
の
登
録
者
数
は
定
員
30
名
に
対
し

て
33
名
い
る
が
、
実
質
一
日
の
平
均

利
用
率
は
20
名
前
後
の
状
況
で
あ

る
。
ス
ペ
ー
ス
・
ま
ど
か
も
現
員
数

を
上
げ
て
一
日
平
均
利
用
者
数
を
30

名
近
い
数
字
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
セ
ル
プ
あ
か
つ
き
と
ス
ペ

ー
ス
・
ま
ど
か
で
第
三
者
評
価
を
実
施

し
た
が
、
今
年
度
は
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
で
あ
る
あ
か
つ
き
授
産
所
と
瑞
穂

町
福
祉
作
業
所
さ
く
ら
で
実
施
す
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
新
会
計
へ
の
移
行

を
４
月
か
ら
実
施
す
る
。

●
就
労
支
援
事
業
活
動

　

就
労
支
援
事
業
は
今
年
度
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る

経
済
政
策
の
も
と
輸
出
業
を
中
心
と

し
た
業
界
の
業
績
は
上
が
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
当
法
人
の
事
業
に
反

映
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た

消
費
税
の
ア
ッ
プ
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

印
刷
事
業
は
業
績
の
下
落
傾
向
が

毎
年
続
き
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。

そ
の
様
な
状
況
の
中
、
前
年
度
下
半

期
に
受
注
促
進
・
工
賃
向
上
設
備
整

備
費
補
助
事
業
補
助
金
を
受
け
シ
ル

バ
ー
デ
ジ
プ
レ
ー
ト
（
Ｓ
Ｄ
Ｐ
）
を
導

入
で
き
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｐ
の
導
入
に
よ
り

刷
版
作
業
に
お
い
て
工
程
の
短
縮
と

消
耗
品
の
削
減
を
図
る
こ
と
が
で

き
、
な
お
か
つ
カ
ラ
ー
印
刷
に
お
い

て
新
規
顧
客
の
開
拓
に
も
繋
が
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
。

　

オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
事
業
は
下
請
け

の
た
め
受
注
先
の
動
向
に
左
右
さ
れ

る
が
、
納
期
や
品
質
管
理
に
注
意
を

は
ら
い
継
続
し
て
受
注
が
続
く
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。
ウ
エ
ス
事
業
も
収

益
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
だ
が
統

括
営
業
部
と
協
力
し
て
新
規
開
拓
と

作
業
の
効
率
化
を
は
か
る
こ
と
で
収

益
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

　

ま
ど
か
作
業
部
門
に
お
い
て
は
精

神
障
害
者
を
中
心
に
封
入
作
業
や
メ

ー
ル
便
の
配
達
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
赤
字
体
質

は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。
革
細
工
作

業
も
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
が

収
益
を
あ
げ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
今
年
度
は
軌
道
に
載
せ
る
こ

と
に
重
点
を
置
き
赤
字
体
質
か
ら
の

脱
却
を
図
っ
て
い
く
。

　

そ
の
他
武
蔵
村
山
市
と
の
委
託
契

約
に
よ
る
紙
お
む
つ
給
付
事
業
や
瑞

穂
町
福
祉
作
業
所
に
お
け
る
箱
折
り

を
中
心
と
し
た
軽
作
業
等
行
っ
て
い

る
が
、
少
し
で
も
高
い
工
賃
を
支
払

っ
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

●
地
域
福
祉

　

今
年
度
も
引
き
続
き
武
蔵
村
山
市

障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
と
ら
い
、

瑞
穂
町
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

を
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
と
受
託
契
約

を
結
び
実
施
し
て
い
く
。

　

障
害
者
の
一
般
就
労
支
援
が
進
む

中
、
二
つ
の
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ

ー
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を

出
し
て
い
る
。
障
害
者
の
就
職
者
数
を

上
げ
て
い
く
こ
と
と
同
時
に
、
仕
事
を

継
続
し
て
い
く
た
め
の
定
着
支
援
、
生

活
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
、
障
害
者

が
安
定
し
て
働
い
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

　

ま
た
昨
年
４
月
に
開
設
し
た
特
定

相
談
支
援
事
業
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ
ー
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
２
年
目
に
入
る

が
、
ま
だ
地
域
に
は
サ
ー
ビ
ス
等
利
用

計
画
が
未
作
成
の
障
害
者
も
多
く
、

３
人
の
相
談
員
は
兼
務
と
い
う
形
だ

か
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

武
蔵
村
山
市
障
害
支
援
区
分
審
査

会
へ
の
委
員
派
遣
、
武
蔵
村
山
市
自
立

支
援
協
議
会
委
員
の
派
遣
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
自
立
支
援
協
議
会
傘

下
の
各
事
業
者
部
会
と
就
労
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い

く
。
ま
た
市
内
の
福
祉
作
業
所
や
関

係
団
体
と
連
携
を
は
か
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
推
進
し
、
地
域
の
一
層
の
就

労
支
援
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

法
人
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た

　
防
火
管
理
責
任
者　

遠
藤　

至
子

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
自
然
災
害
や
大
火

災
、
大
事
故
等
の
危
機
事
案
に
備
え
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、
事
業
の
継

続
若
し
く
は
早
期
の
復
旧
を
目
指
す

た
め
に
平
常
に
行
う
べ
き
活
動
や
緊

急
時
に
お
け
る
事
業
継
続
の
為
の
方

法
、
手
段
等
を
取
り
決
め
て
お
く
計

画
の
事
で
す
。

　

災
害
時
の
非
常
事
態
の
中
で
事
業

を
継
続
し
て
い
く
事
は
非
常
に
困
難

で
す
。
こ
の
様
な
中
、
ど
の
よ
う
に

事
業
を
継
続
し
て
い
く
か
事
前
に
検

討
、
準
備
し
て
行
く
事
が
重
要
と
考

え
、
今
回
当
法
人
で
は
、
大
地
震
を

想
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
耐
震
改
修
工
事
を
行
う

等
、
当
法
人
と
し
て
も
大
地
震
に
対

す
る
危
機
管
理
対
策
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
必
ず
し
も

充
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作

成
に
当
た
っ
て
初
め
て
確
認
出
来
た

こ
と
や
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
備
蓄
に
関
し
て
は
一
般
的

に
は
３
日
分
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

現
段
階
で
は
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
少
し
ず
つ
備
蓄
を
増
や
し
て
い

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
法
人
内
の
設

備
な
ど
も
改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
、

ど
こ
に
ど
ん
な
設
備
が
あ
る
の
か
知

ら
な
か
っ
た
、
操
作
方
法
が
よ
く
わ

か
ら
な
い
、
止
ま
っ
た
ら
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
等
、
把
握

出
来
て
い
な
い
事
も
あ
り
、
緊
急
時

に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
良
い
の

か
知
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
事

が
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
検
討

を
重
ね
、
様
々
な
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
理
想
ば
か
り
が
先
行
し
な
い

様
、
不
充
分
な
部
分
も
認
識
し
た
う

え
で
、
現
状
で
対
応
し
得
る
最
善
の

方
法
を
目
指
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
通
し
て
、

危
機
管
理
に
対
し
て
の
職
員
個
々
の

意
識
も
更
に
高
ま
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

今
回
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
内
容
か
ら
ご
利

用
者
、
ご
家
族
の
皆
様
に
ご
協
力
、

ご
理
解
頂
き
た
い
事
を
紙
面
を
借
り

て
以
下
に
記
し
ま
す
。

①
自
宅
に
い
る
際
に
大
地
震
が
発
生

し
た
際
は
、
震
度
５
強
の
地
震
が

発
生
し
た
際
は
連
絡
が
有
る
ま
で

自
宅
で
待
機
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

通
所
時
間
外
に
（
通
所
前
日
の
夜
、

若
し
く
は
通
所
日
の
朝
、
ま
た
は

土
日
等
で
お
休
み
の
日
で
も
）
震

度
５
強
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

と
き
は
、
当
日
若
し
く
は
翌
日
以

降
の
通
所
に
関
し
て
は
法
人
よ
り

連
絡
が
あ
る
ま
で
は
自
宅
に
て
待

機
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

②
日
中
の
活
動
中
に
大
地
震
が
発
生

し
た
際
は
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
事

業
所
内
に
て
待
機
し
て
頂
き
ま
す
。

③
当
法
人
の
送
迎
を
利
用
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
送
迎
の
途
中
に

地
震
が
発
生
し
た
際
は
、
ご
家
族

同
居
の
方
に
つ
い
て
は
ご
家
族
の

元
へ
送
り
ま
す
。
独
居
の
方
で
自

宅
に
戻
れ
な
い
、
戻
り
た
く
な
い

方
に
つ
い
て
は
あ
か
つ
き
コ
ロ
ニ

ー
へ
行
き
待
機
し
て
頂
き
ま
す
。

④
事
業
所
に
て
待
機
し
て
い
る
方
は

ご
家
族
の
お
迎
え
が
あ
る
ま
で
は

そ
の
ま
ま
待
機
し
て
頂
き
ま
す
。

ご
家
族
と
連
絡
が
取
れ
な
い
場
合

は
御
本
人
の
希
望
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
事
業
所
に
て
宿
泊
し
て
頂
く

事
も
あ
り
ま
す
。

⑤
災
害
時
に
皆
様
が
一
番
心
配
さ
れ

る
の
が
、
連
絡
体
制
だ
と
思
い
ま

す
。
日
中
通
所
し
て
い
る
時
に
災

害
が
発
生
し
た
時
に
、
ご
家
族
に

と
っ
て
は
、
連
絡
が
取
Ｂ
Ｃ
Ｐ
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
て
確
認
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

本
来
の
事
業
継
続
と
い
う
観
点
か

ら
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
、
つ
ま
り
作
業
に
つ

い
て
ど
う
継
続
さ
せ
て
い
く
の
か
、

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
計
画
に
は
含
ま

れ
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
今
回
は
あ

く
ま
で
も
緊
急
時
に
於
け
る
事
業
継

続
計
画
と
し
て
災
害
発
生
か
ら
３
日

間
の
初
動
対
応
に
つ
い
て
策
定
し
て

い
ま
す
。
今
回
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

た
内
容
で
完
成
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
も
内
容
の
検
討
を

重
ね
、
追
加
、
変
更
、
更
新
を
行
い
、

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
出
来
る
よ
う

な
形
に
し
て
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■はじめまして、４月よりセル
プあかつきでお世話になって
います。髙野漱太です。自分
に合った場所を見つけていき
たいです。どうぞよろしくお
願いします。

　セルプあかつき
髙野　漱太 さん

■６月より印刷部に入所した阿
美です。好きな食べ物はイチ
ゴです。好きな動物は、ネコ
とペンギンとカピパラさんで
す。趣味は絵を描くことアニ
メを見ることです。一生懸命
仕事を頑張りたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

　印刷部
阿美　美貴 さん

みなさん

　よろしくお願い

　　　　 しま～す！！

新人紹介新人紹介



　

出　

張
・
研　

修

　

主　

な　

事　

柄

入
所・退
所

入
所・退
所

編
集
後
記

編
集
後
記

　

今
回
の
広
報
誌
を
読
み
返
し

て
み
る
と
災
害
時
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る
箇
所
が
目
立
ち
ま
す
。

　

大
震
災
へ
の
対
策
が
そ
の
目

的
で
す
が
、
し
か
し
近
年
は
大

雪
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
台
風
、
猛

暑
、
そ
し
て
感
染
症
な
ど
安
全

対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
象
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
ど
れ
も
自
然
に
関
す
る
現

象
で
あ
り
、
対
策
も
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
大
変
で
す
が
、
大
切
な

の
は
「
協
力
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　

野
球
で
も
サ
ッ
カ
ー
で
も
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
取
れ
た
チ
ー
ム

は
強
い
で
す
。
あ
か
つ
き
コ
ロ

ニ
ー
も
強
い
チ
ー
ム
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。　
　
　
　

（
Ｔ
）

古紙配合率100％再生紙を使用しています
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１　

月

　

６　

新
年
会

　

８　

第
三
者
評
価
利
用
者
調
査

（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
10
日
）

　

20　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
展
示
即
売
会

　

21　

印
刷
機
器
整
備
入
札
実
施

　

23　

床
清
掃

　

30　

理
事
会

２　

月

　

12　

第
三
者
評
価
訪
問
調
査（

セ
ル
プ
）

　

13　

Ｓ
Ｄ
Ｐ
搬
入

　
　
　

多
摩
地
区
障
害
者
合
同
就
職

　
　
　

面
接
会

　

14　

第
三
者
評
価
訪
問
調
査（

ま
ど
か
）

　

24　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

３　

月

　

８　

の
ぞ
み
祭
り
参
加

　

14　

第
三
者
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（
セ
ル
プ
・
ま
ど
か
）

　

18　

印
刷
機
器
整
備
東
京
都
検
査

　

26　

理
事
会
・
評
議
員
会

４　

月

　

11　

耐
震
改
修
工
事
東
京
都
検
査

　

17　

消
防
設
備
点
検
（
界
面
）

　

22  

地
震
避
難
訓
練

　

24　

床
清
掃

５　

月

　

８
・
９　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
工
事

　

17　

春
季
レ
ク
（
サ
イ
ボ
ク
）

　

20　

空
調
切
替

　

24　

電
気
点
検

　

28　

理
事
会
・
評
議
員
会

　
　
　

エ
レ
ベ
ー
タ
点
検

６　

月

　

10　

職
員
集
会

　

13　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
来
所

　

14　

空
調
洗
浄
工
事

　

16　

全
体
報
告
集
会

　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
工
事

　

17　

エ
ア
コ
ン
工
事

　

23　

保
護
者
会
（
授
産
所
）

　

24　

火
災
避
難
訓
練

　

27　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
来
所

１　

月

　

９　

市
長
挨
拶

　
　
　

東
京
都
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任

　
　
　

者
研
修
（
西
出
10
日
迄
）

　

10　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
・
冨
田
）

　

22　

日
中
活
動
部
会
（
永
井
）

　
　
　

羽
村
特
別
支
援
学
校
40
周
年

　
　
　

記
念
式
典
（
熊
谷
）

　

23　

相
談
支
援
研
修

（
小
室
・
五
十
嵐
・
小
室
）

　
　
　

ゼ
ン
コ
ロ
就
労
移
行
研
修

（
高
橋
・
西
出
・
岡
部
24
日
迄
）

　

24　

精
神
保
健
福
祉　

対
人
援
助

　
　
　

基
礎
研
修
（
米
倉
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

　

28　

社
会
福
祉
法
人
役
員
研
修
会

（
畑
理
事
）

　
　
　

相
談
支
援
部
会（

五
十
嵐
・
神
山
）

２　

月

　

４　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

５
日
迄
）

　

６　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　

14　

業
務
連
絡
会
（
冨
田
）

　

18　

東
社
協
Ｂ
Ｃ
Ｐ
研
修

（
遠
藤
・
小
俣
）

　

19　

立
川
保
健
所
食
品
衛
生
講
習

（
神
山
）

　

20　

第
八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

24　

自
立
支
援
協
議
会
（
高
橋
）

　

25　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

26 

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋･

利
根
川
）

３　

月

　

３　

福
祉
職
員
職
務
階
層
別
研
修

　
　
　

中
堅
職
員
研
修

（
小
室
・
西
出
・
藤
澤　

４
日
迄
）

　

６　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋　

７
日
迄
）

　

11　

精
神
授
産
連
絡
会
（
遠
藤
）

　

14　

業
務
連
絡
会
（
冨
田
）

　

27　

就
労
ネ
ッ
ト
（
高
橋
）

４　

月

　

７　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
行
（
高
橋
・
山
本
）

　

９　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

11　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
・
冨
田
）

　

17　

ゼ
ン
コ
ロ
運
営
委
員
会

（
高
橋　

18
日
迄
）

　

24　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
高
橋
・
利
根
川
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト

（
高
橋･

利
根
川
・
西
出
）

５　

月

　

７　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
行（

高
橋
・
遠
藤
・
山
本
）

　

８　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

９　

業
務
連
絡
会
（
遠
藤
・
冨
田
）

　

15　

第
八
小
学
校
運
営
協
議
会（

高
橋
）

　

16　

都
社
福
運
営
講
習
（
高
橋
）

　

19　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
研
修
（
高
橋
・
山
本
）

　

20　

神
経
セ
ン
タ
ー
デ
イ
ケ
ア
ま
つ
り

（
赤
星
・
遠
藤
）

　

27　

相
談
支
援
部
会
（
小
室
・
神
山
）

　

28　

日
中
活
動
部
会
（
永
井
）

　

29 

就
労
ネ
ッ
ト
（
西
出･

利
根
川
）

６　

月

　

５　

ゼ
ン
コ
ロ
理
事
会
・
総
会

（
高
橋
・
五
十
嵐　

６
日
迄
）

　

11　

東
社
協
総
会
（
高
橋
）

　

12　

ゼ
ン
コ
ロ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
製
作
委
員
会

（
高
橋
・
五
十
嵐
）

　

17　

羽
村
特
別
支
援
学
校
運
営
連  

　
　
　

絡
協
議
会
（
熊
谷
）

　

18　

㈱
マ
ー
レ
フ
ィ
ル
タ
ー
シ
ス

　
　
　

テ
ム
ズ
本
社

（
鈴
木
・
高
橋
・
山
本
）

　

26　

就
労
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高
橋
）

　
　
　

就
労
ネ
ッ
ト
（
西
出
）

■
入
所

　

４
月　

髙
野
漱
太
（
就
労
移
行
）

　

６
月　

阿
美
美
貴
（
印
刷
部
）

■
退
所

　

２
月　

竹
内
静
香
（
ま
ど
か
）

　

３
月　

中
村
由
美
子
（
給
食
部
）

　
　
　
　

鈴
木
智
大
（
就
労
移
行
）

　

４
月　

木
下
美
重
子
（
さ
く
ら
）

　

６
月　

谷
口
し
お
り
（
第
一
課
）

　
　
　
　

木
島
穂
奈
美
（
さ
く
ら
）

10
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